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おいしい手料理
　

　わらび粉を使った和菓子です。わらび粉は「蕨（わらび）」の根か
ら採れるでんぷん。粘性が強いので、鍋で作るのは大変な作業ですが、
電子レンジで作ればとても簡単においしく作ることが出来ます。

＜材　料＞ （８個分）
●本わらび粉…25ｇ
●砂糖…60ｇ（グラニュー糖、きび糖、黒糖など好みのもの）
　　　　　　　今回はきび糖を使用
●小豆こし餡（あん）…200ｇ（1個当たり25ｇ）
●きな粉…適量

＜作り方＞
① 餡を1つ25ｇに丸めておく。
② 耐熱ボウルにわらび粉を入れ、水を少しずつ加える。砂糖も加えて
　 よく混ぜます。▼今年も間近　写真のお祭りウィークに集う夏

▼町民交流に架け橋作った友好訪問
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リンズィーさん、ありがとう
○英語指導助手、リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

今、生き生きと
○No.23　東川高校写真部　品原ゆうさん

町長コラム「飲水思源（いんすいしげん）」
○キトウシからの展望は「北の平城京」⁉
◇短歌・俳句

大雪山の素顔
○大雪山自然学校　沢辺佳彦さん
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町民交流に架け橋作った友好訪問
○ラトヴィア・ルーイヤナ町に初の親善訪問団

美しい緑と花の町・ルーイヤナ町民訪問記
○主婦　三輪裕子さん

大雪地区広域連合からのお知らせ
○国民健康保険料、介護保険料を改定します
○介護報酬改定に伴う保険料上昇分が軽減されます

くらし・ネットワーク
○国民年金は、保険料の免除・納付猶予制度（申請）があります
○町税（住民税、固定資産税、軽自動車税）の納税通知書を送付しました
○22年度町職員（一般職）を募集します
○22年度上川支庁管内町村職員採用資格試験の説明会を開きます
○22年度消防職員を募集します
○22年度の大雪地区広域連合職員を募集します　　ほか

子育てチャンネル
○日本の心…三原真琴さん

保健だより
○ストレスと上手につき合おう～家族みんなでメンタルヘルス

おいしい手料理
○「わらびまんじゅう」…和菓子教室主宰　高瀬順子さん
◇食べて健康・豆知識…中村弘美さん
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第4回ひがしかわ大写真展　町外一般部門
準グランプリ

「写真、こう支援‼」
澤田秀幸さん（美瑛町）撮影
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国際写真フェスティバル・フォトフェスタ２００９/どんとこい祭り（8月1～2日）
主な行事 時間 場所 その他
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祭
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。
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受
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検
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・
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い
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賞
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田
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賞
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。
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町
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ル
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プ
「
シ

サ
イ
」
が
来
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の
予
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で
す
。

8/2
（日）

8/1
（土）

どんとこい祭り
写真インデペンデンス合評会
ストリートギャラリーコンテスト
東川賞受賞作家フォーラム
ストリートギャラリー表彰式
さよならパーティー

どんとこいレストラン
東川賞授賞式
東川賞受賞者記念撮影
東川賞受賞作家作品展
東川賞受賞を祝う集い
フォトミーティングプレイス

羽衣公園ほか
文化ギャラリー
　　　〃 
　　　〃 
農村環境改善センター
　　　　〃

羽衣公園
農村環境改善センター
　　　　〃 
文化ギャラリー
農村環境改善センター
文化ギャラリー

前9：00～
前10:00～
前10:30～
後1:00～
後5:00～
後5:30～

正午～
後2:00～
後2:30～
後3:00～
後3:30～
後7:00～

▼フォトフェスタ（文化ギャラリー）
　ニコンユーナ21ポートフォリオレビュー、エ
プソンデジタル暗室システム実演、!at’s課
外授業、思い出写真館「NIJI」、ストリートギ
ャラリー　など

▼どんとこい祭り（羽衣公園、東町1丁目道路
ほか）
　羽衣公園ステージ（フォトタウン2009ライ
ブなど）、どんとこい花火大会（1日後8時半
～）、フリーマーケット、路上屋台　など
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東川町国際写真フェスティバル
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「
写
真
甲
子
園
20
09
」本
戦
出
場
校（
18
校
） 北 海 道 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 31 校  （ 出 場 枠 2 校 ） 〕

〈 2 年 連 続 3 回 目 〉

北 海 道 帯 広 南 商 業 高 等 学 校

（ 帯 広 市 ）

「 正 し い 冬 の 遊 び 方  i n  北 海 道  
  〜 い も っ 娘 た ち の 大 は し ゃ ぎ 〜 」

（ 白 黒 8 枚 組 み ）

こ

〈 2 年 ぶ り 2 回 目 〉

宮 城 県 柴 田 農 林 高 等 学 校

（ 柴 田 郡 大 河 原 町 ）

「 羽 化 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 3 年 連 続 3 回 目 〉

栃 木 県 立 栃 木 工 業 高 等 学 校

（ 栃 木 市 ）

「 元 気 印 『 と ち ぎ 』 」

（ 白 黒 8 枚 組 み ）

〈 3 年 ぶ り 2 回 目 〉

千 葉 県 立 柏 南 高 等 学 校

（ 柏 市 ）

「 そ れ は 真 夜 中 に 起 き た 。 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

大 阪 信 愛 女 学 院 高 等 学 校

（ 大 阪 市 ） 

「 花 は ソ ク ラ テ ス 」

（ 白 黒 ・ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

北 海 道 留 萌 高 等 学 校

（ 留 萌 市 ）

「 こ わ い 」 （ 白 黒 4 枚 組 み ）

〈 2 年 連 続 2 回 目 〉

福 島 県 立 郡 山 東 高 等 学 校

（ 郡 山 市 ）

「Strange World 

〜 僕 た ち に 不 可 能 は な 〜 い !! 〜 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

明 星 学 園 高 等 学 校

（ 三 鷹 市 ）

「 水 と 私 」 （ 白 黒 8 枚 組 み ）

〈 2 年 連 続 12 回 目 〉

大 阪 市 立 工 芸 高 等 学 校

（ 大 阪 市 ）

「 天 下 茶 屋 は あ っ た か く て 優 し

　 　 　 く て ど っ か 変 で お も ろ く て 」

（ 白 黒 8 枚 組 み ）

〈 3 年 ぶ り 6 回 目 〉

埼 玉 栄 高 等 学 校

（ さ い た ま 市 ）

「 炎 歌  〜 鋳 る 人 は 〜 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

え ん か

〈 3 年 ぶ り 7 回 目 〉

新 潟 県 立 十 日 町 総 合 高 等 学 校

（ 十 日 町 市 ）

「 モ ミ イ 日 記 」

（ 白 黒 8 枚 組 み ）

〈 2 年 ぶ り 2 回 目 〉

静 岡 県 立 伊 東 高 等 学 校 城 ヶ 崎 分 校

（ 伊 東 市 ）

「 我 ら 水 惑 星 の 住 人 な り !!
!
」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

香 川 県 立 坂 出 商 業 高 等 学 校

（ 坂 出 市 ）

「 見 え な い 壁  

〜 そ れ で も 写 真 が 好 き だ か ら 〜 」

（ カ ラ ー 7 枚 組 み ）

〈 2 年 ぶ り 9 回 目 〉

沖 縄 県 立 真 和 志 高 等 学 校

（ 那 覇 市 ）

「 う り ず ん か ら の お く り も の

 〈 で ー じ   キ レ イ な 雨 だ ね ぇ 〜 ◇ ◇ 〉 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

岐 阜 県 立 東 濃 フ ロ ン テ ィ ア 高 等 学 校

（ 土 岐 市 ）

「 放 課 後 空 間 」

（ 白 黒 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

島 根 県 立 松 江 南 高 等 学 校

（ 松 江 市 ）

「 徘 徊 」 （ カ ラ ー 6 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

沖 縄 県 立 南 部 工 業 高 等 学 校

（ 島 尻 郡 八 重 瀬 町 ）

「 若 夏 色 」 （ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

〈 初 出 場 〉

愛 媛 県 立 伊 予 農 業 高 等 学 校

（ 伊 予 市 ）

「 博 士 の 熱 血 奮 戦 記 」

（ カ ラ ー 8 枚 組 み ）

中 部 ・ 東 海 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 55 校 （ 出 場 枠 3 校 ） 〕

中 国 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 23 校  （ 出 場 枠 1 校 ） 〕

東 北 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 32 校 （ 出 場 枠 2 校 ） 〕

関 東 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 79 校 （ 出 場 枠 4 校 ） 〕

近 畿 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 47 校 （ 出 場 枠 2 校 ） 〕

九 州 ・ 沖 縄 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 40 校 （ 出 場 枠 2 校 ） 〕

四 国 ブ ロ ッ ク

〔 応 募 24 校  （ 出 場 枠 2 校 ） 〕

写 真 甲 子 園 2 0 0 9

本 戦 大 会 ス ケ ジ ュ ー ル

7月

28
日（
火
）

29
日（
水
）

30
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　 ６ 月 の 町 内 は 各 学 校 で 運 動 会 真 っ

盛 り 。 雨 天 続 き で 各 学 校 と も に 日 程

順 延 の 短 縮 ス ケ ジ ュ ー ル の 中 、 こ の

日 を 楽 し み に し て い た 児 童 の 歓 声 が

グ ラ ウ ン ド に あ ふ れ ま し た 。

　 東 川 小 （ 飯 森 修 校 長 、 ３ ６ ６ 人 ）

は 、 雨 天 順 延 で １ 日 繰 り 延 べ 、 ６ 月

１ 日 に 開 き ま し た 。

　 前 日 の 雨 天 に 比 べ て 日 差 し が 回 復

し 、 気 温 も 肌 寒 さ が 遠 の い て い く ら

か 新 緑 の 季 節 ら し さ を 取 り 戻 し ま し

た 。

　 月 曜 日 開 催 に な っ た た め 、 父 兄 観

客 席 は や や ま ば ら 。 お 父 さ ん の 姿 が

少 な か っ た の が ち ょ っ ぴ り 残 念 で し

た 。 し か し グ ラ ウ ン ド の 中 で は 、 児

童 た ち が 熱 戦 を 展 開 し 、 わ が 子 の 応

援 に 声 援 が 飛 ん で い ま し た 。

◇

　 道 立 東 川 養 護 学 校 （ 松 下 高 広 校 長 、

在 校 生 １ ０ ７ 人 ） で は １ 週 間 遅 れ の

７ 日 、 雨 天 の た め 体 育 館 で 室 内 運 動

会 を 開 き ま し た 。

　 小 ・ 中 学 部 、 高 等 部 の 児 童 、 生 徒

た ち が 楽 し み に 待 っ て い ま し た 。 道

立 東 川 高 校 の お 兄 さ ん 、 お 姉 さ ん も

お 手 伝 い に 駆 け つ け 、 生 徒 ら の お 父

さ ん 、 お 母 さ ん や 兄 弟 た ち が 体 育 館

い っ ぱ い に 見 守 る 中 で 、 元 気 い っ ぱ

い ゲ ー ム を 楽 し み ま し た 。

◇

　 第 一 小 （ 神 田 雅 之 校 長 、 児 童 2
6

人 ） 、 第 二 小 （ 寺 口 悟 校 長 、 児 童 3
8

人 ） 、 第 三 小 （ 吉 田 顕 康 校 長 、 児 童

2
3 人 ） は 、 雨 で 順 延 に な り 、 と も に

８ 日 に 開 き ま し た 。

　 ３ 校 は い ず れ も 農 家 地 区 の た め 、

平 日 開 催 に も か か わ ら ず 比 較 的 地 域

の 応 援 も に ぎ や か 。 悪 天 候 で 午 後 か

ら 雨 天 に な り 、 プ ロ グ ラ ム は や や 短

縮 し ま し た が 、 地 区 老 人 ク ラ ブ の お

年 寄 り も 孫 の 熱 演 に 拍 手 か っ さ い 。

中 で も 第 三 小 で は 、 校 区 内 ６ 地 区 の

地 区 対 抗 競 技 大 会 も 兼 ね て 、 地 区 総

出 の 熱 戦 を 展 開 し ま し た 。

　 ５ 月 3
0 日 、 東 京 都 内 の ホ テ ル で 第

４ 回 ひ が し か わ 東 京 会 総 会 が 開 か れ

ま し た 。

　 ふ る さ と 、 東 川 と の 交 流 を ― と 東

京 都 内 で 開 か れ る よ う に な っ た 年 1

回 の 顔 合 わ せ に は 、 懐 か し い 顔 、 久

し ぶ り の 笑 顔 が そ ろ い ま し た 。 旧 友

の 皆 さ ん は 幼 い こ ろ の 話 が 弾 み 、 思

い 出 が 尽 き な い 様 子 。

　 名 誉 会 員 と し て 拉 致 問 題 担 当 の 内

閣 総 理 大 臣 補 佐 官 、 中 山 恭 子 氏 も 来

賓 と し て 参 加 い た だ き ま し た 。 中 山

氏 は 「 こ の 素 晴 ら し い ひ が し か わ 東

京 会 に 末 長 く 携 わ っ て い き た い 」 と

改 め て 町 の 素 晴 ら し さ 、 地 下 水 や 農

作 物 な ど 恵 み の 豊 か さ に 触 れ て い ま

し た 。

ひ が し か わ 東 京 会 の 総 会 に ぎ や か にひ が し か わ 東 京 会 の 総 会 に ぎ や か に町 内 運 動 会 シ ー ズ ン 真 っ 盛 り町 内 運 動 会 シ ー ズ ン 真 っ 盛 り

　 ２ ０ ０ ９ 「 君 の 椅 子 」 モ デ ル が 完

成 し 、 ６ 月 1
1 日 、 道 立 旭 川 美 術 館

（ 旭 川 市 内 ） で 発 表 を 行 い ま し た 。

同 時 に 、 今 年 １ 月 ９ 日 に 誕 生 し た 町

内 在 住 の 中 村 亮 平 さ ん （ 2
7 ） の 長 女 、

小 雪 ち ゃ ん が ２ ０ ０ ９ モ デ ル の 第 1

号 プ レ ゼ ン ト を 受 け ま し た 。

　 製 作 者 は 、 バ ウ 工 房 主 宰 の 木 工 ク

ラ フ ト 作 家 、 大 門 嚴 （ た け し ） 氏

（ 西 町 ９ ） 、 長 男 の 和 真 氏 。

　 デ ザ イ ン は 、 武 蔵 野 美 術 大 （ 東 京 ）

空 間 演 出 デ ザ イ ン 学 科 教 授 、 小 泉 誠

氏 （ 東 京 都 在 住 ） 。 実 用 性 に と ん だ

シ ン プ ル な デ ザ イ ン が 特 長 で す 。

　 企 画 は 旭 川 大 学 の 「 君 の 椅 子 」 プ

ロ ジ ェ ク ト と し て ス タ ー ト し ま し た 。

本 町 の ほ か 、 ２ 年 前 か ら 剣 淵 町 が 加

わ っ て 、 そ れ ぞ れ 町 内 で 誕 生 し た 乳

児 に 椅 子 を 送 っ て い ま す 。

　 松 岡 市 郎 町 長 は 「 君 の 椅 子 は 親 子

の き ず な の 原 点 。 こ の 椅 子 か ら ふ れ

あ い を 深 め て ほ し い 。 町 で は ブ ッ ク

ス タ ー ト 制 度 も 始 ま っ て い ま す 。 笑

顔 で 絵 本 を 読 め る 町 に し た い 」 と 子

育 て 支 援 へ の 政 策 の 思 い を 強 調 。 会

場 を 訪 れ た 中 村 舞 さ ん （ 2
7 ） 、 小 雪

ち ゃ ん 母 子 に 椅 子 を 贈 り ま し た 。

　 昨 年 ま で ３ 年 間 の 「 君 の 椅 子 」 モ

デ ル は 、 同 美 術 館 収 蔵 作 品 に 決 ま り

ま し た 。

　 ６ 月 ７ 日 、 キ ト ウ シ 森 林 公 園 で 、

町 内 の 写 真 家 、 竹 田 津 実 さ ん の 「 え

ぞ 王 国 」 森 の 写 真 展 が 始 ま り ま し た 。

　 写 真 の 町 2
5 年 記 念 展 と し て 企 画 し

た 森 の 中 の 写 真 展 で す 。 公 園 内 の 展

望 閣 か ら 南 北 展 望 台 に か け て 、 森 の

中 の 遊 歩 道 約 １ ・ ２ ㌔ ㍍ 区 間 に ２ １

５ 点 の 作 品 を 展 示 し ま し た 。 竹 田 津

さ ん が 小 清 水 町 内 に 在 住 し て 獣 医 と

し て 勤 め て い た 当 時 か ら 、 4
0 年 間 か

け て 撮 り た め て き た 作 品 群 で す 。

　 木 々 の 間 か ら 顔 を の ぞ か せ る キ タ

キ ツ ネ や 森 の 動 物 た ち 、 流 氷 の 上 に

乱 舞 す る オ オ ワ シ な ど 、 オ ホ ー ツ ク

　
　

の 大 自 然 を 中 心 と し た 北 の 大 地 が 森

の 中 い っ ぱ い に 広 が っ て い ま す 。 展

示 は 1
0 月 1
8 日 ま で 。

　 写 真 の 町 実 行 委 員 会 で は 、 同 展 開

催 に 先 立 っ て 、 シ ラ カ バ の 間 伐 材 な

ど を 使 っ て 写 真 作 品 を 飾 る た め の 手

作 り の 写 真 パ ネ ル 、 看 板 製 作 ・ 展 示

の 各 ワ ー ク シ ョ ッ プ も 開 き ま し た 。

　 キ ト ウ シ 森 林 公 園 内 の 物 産 セ ン タ

ー で は 、 併 せ て 町 内 在 住 写 真 家 、 奥

田 實 氏 の 「 北 の 森 展 覧 会 」 も 開 か れ

ま し た 。

２ ０ ０ ９ 「 君 の 椅 子 」 モ デ ル 決 定 ！２ ０ ０ ９ 「 君 の 椅 子 」 モ デ ル 決 定 ！ キ ト ウ シ 公 園 で 「 え ぞ 王 国 」 森 の 写 真 展 始 ま るキ ト ウ シ 公 園 で 「 え ぞ 王 国 」 森 の 写 真 展 始 ま る
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　 ６ 月 1
7 日 、 秋 田 県 美 郷 町 議 会 の 伊

藤 福 章 議 長 ら 議 員 一 行 2
1 人 が 本 町 の

視 察 に 訪 れ ま し た 。

　 中 心 部 な ど 町 内 2
6 カ 所 か ら 湧 水 が

湧 き 出 、 「 六 郷 湧 水 群 」 と し て 昭 和

の 名 水 百 選 （ １ ９ ８ ５ （ 昭 和 6
0 ） 年 ）

に 選 定 さ れ る ほ ど 湧 き 水 に 恵 ま れ て

い る 町 で す 。

 豊 か な 地 下 水 資 源 を 生 か し た 町 づ

く り を 進 め て お り 、 こ の 日 は 水 を 生

か し た 特 産 品 開 発 な ど 、 本 町 の 町 づ

く り 視 察 に 訪 れ ま し た 。

　 今 年 は 、 本 町 や 美 郷 町 は じ め 、

全 国 各 地 で 地 下 水 を 生 か し た 町

づ く り を 進 め て い る 関 係 自 治 体

が 集 ま っ て 、 1
1 月 1
0 日 （ 「 い い

・ 井 戸 の 日 」 ） 、 東 京 都 内 で 仮

称 「 安 全 ・ 安 心 で お い し い 地 下

水 サ ミ ッ ト 」 を 開 く 準 備 が 進 ん

で い ま す 。 美 郷 町 は ま だ サ ミ ッ

ト 参 加 の 意 思 を 示 し て い ま せ ん

が 、 伊 藤 議 長 は 「 町 長 に 今 回 の

研 修 成 果 を 十 分 に 伝 え ま す 」 と

話 し て い ま し た 。

　 ７ 月 上 旬 に は 、 熊 本 県 嘉 島 町

関 係 者 も 本 町 を 視 察 に 訪 れ る 予

定 で す 。

　
木 え る ざ さ ん （ 2
0 ） が 同 機 構 の 「 緑 の

大 使 」 と し て 「 第 3
4 回 ふ れ あ い グ リ

ー ン キ ャ ン ペ ー ン に 寄 せ る メ ッ セ ー

ジ 」 を 長 原 淳 副 町 長 に 伝 達 し ま し た 。

　 寄 贈 を 受 け た 苗 木 は ヤ チ ダ モ 、 ミ

ズ ナ ラ 、 シ ラ カ バ の ３ 樹 種 。 今 年 1
0

月 ご ろ 、 「 プ リ ウ ス の 森 」 と し て 町

有 林 （ 東 ３ 号 北 ６ 線 ） に 植 樹 予 定 し

て い ま す 。

　 ト ヨ タ 系 の 全 国 ト ヨ ペ ッ ト 店 を 通

じ て 展 開 し て い る 緑 化 事 業 「 ふ れ あ

い グ リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン 」 の 一 環 と

し て 、 旭 川 ト ヨ ペ ッ ト ㈱ （ 吉 田 裕 社

長 ） が ６ 月 1
8 日 、 町 を 訪 れ 、 苗 木 千

５ ０ ０ 本 の 目 録 を 寄 贈 し ま し た 。

　 （ 社 ） 国 土 緑 化 推 進 機 構 （ 東 京 ）

の 協 賛 で 行 わ れ て い ま す 。 今 年 の ミ

ス ワ ー ル ド 日 本 代 表 に 選 ば れ た 佐 々

　 今 年 、 町 内 で 新 た に ８ 人 の 〝 農 家

の 跡 継 ぎ さ ん 〞 が 誕 生 し ま し た 。 東

川 町 農 協 で は ６ 月 1
2 日 、 農 協 大 ホ ー

ル で 激 励 会 を 行 い 、 出 席 し た 先 輩 農

　
家 の 皆 さ ん が 農 家 の 仲 間 入 り を し た

新 人 を 励 ま し ま し た 。

 新 規 就 農 者 激 励 会 は 、 毎 年 こ の 時

期 に 開 い て い ま す 。 今 年 は 「 こ ん な

に 一 気 に 跡 継 ぎ 農 家 が 出 た 年 は 初 め

て 」 と 感 想 が 出 る ほ ど 、 多 く の 跡 継

ぎ 就 農 者 が 誕 生 し ま し た 。

 今 年 道 立 旭 川 農 業 高 校 を 卒 業 し た

ば か り の 1
9 歳 か ら 3
6 歳 の Ｕ タ ー ン 男

性 ま で 、 経 歴 は バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん

で い ま す 。 女 性 ２ 人 の 中 に は 介 護 福

祉 士 か ら の 転 進 、 と い う 方 も 。 Ｊ Ａ

ひ が し か わ 青 年 部 の 先 輩 農 家 や 大 先

輩 の 町 内 中 核 農 家 の 皆 さ ん と 一 緒 に

卓 を 囲 み 、 励 ま し を 受 け ま し た 。

農 家 の 跡 継 ぎ さ ん が ８ 人 も 誕 生 。 先 輩 農 家 が 大 き な 激 励農 家 の 跡 継 ぎ さ ん が ８ 人 も 誕 生 。 先 輩 農 家 が 大 き な 激 励地 下 水 利 用 の 町 づ く り を し て い る 秋 田 県 美 郷 町 議 会 が 本 町 視 察地 下 水 利 用 の 町 づ く り を し て い る 秋 田 県 美 郷 町 議 会 が 本 町 視 察

旭 川 ト ヨ ペ ッ ト ㈱ が ふ れ あ い グ リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン で 町 に 苗 木 寄 贈旭 川 ト ヨ ペ ッ ト ㈱ が ふ れ あ い グ リ ー ン キ ャ ン ペ ー ン で 町 に 苗 木 寄 贈

　
　 ６ 月 2
0 日 、 大 雪 山 旭 岳 （ 標 高 ２ 千

２ ９ １ ㍍ ） が 山 開 き し ま し た 。 旭 岳

ロ ー プ ウ エ ー 姿 見 の 駅 （ 同 千 ６ ０ ０

㍍ ） で 山 の 安 全 祈 願 祭 を 行 い 、 今 季

の 無 事 故 を 祈 願 し ま し た 。

　 東 川 町 観 光 協 会 、 地 元 旭 岳 ・ 天 人

峡 両 温 泉 関 係 者 、 大 雪 山 愛 護 少 年 団

員 ら 約 6
0 人 が 集 ま り ま し た 。

　 こ の 日 は 、 午 後 ３ 時 の 気 温 が プ ラ

ス ９ 度 、 小 雨 模 様 の あ い に く の 天 気

で し た が 、 祈 願 祭 の 時 刻 に は 旭 岳 頂

上 も 雲 間 か ら 顔 を 見 せ て く れ ま し た 。

　 旭 岳 温 泉 の 春 菜 秀 則 部 会 長 は 「 大

　

雪 山 に 風 薫 る 季 節 が や っ て き ま

し た 。 キ バ ナ シ ャ ク ナ ゲ 、 エ ゾ

ノ リ ュ ウ キ ン カ 、 ミ ズ バ シ ョ ウ

が 咲 き 始 め ま し た 。 今 年 は 例 年

に な く 残 雪 が あ る の で 、 秋 ま で

花 が 楽 し め る か も し れ ま せ ん 」

と 今 年 の 山 の 模 様 を 紹 介 し ま し

た 。

　 ロ ー プ ウ エ ー 姿 見 の 駅 は 、 早

く も 夏 の 装 い の 観 光 客 の 姿 が 多

く な り 始 め 、 「 ま だ 寒 い ね え 」

な ど と 残 雪 を 踏 み し め て い ま し

た 。

長 、 加 茂 幸 夫 旭 川 東 警

察 署 長 を は じ め 、 町 内

建 設 業 関 係 者 、 町 交 通

安 全 協 会 員 ら 各 団 体 か

ら 約 ３ ０ ０ 人 が 集 ま り

ま し た 。

　 席 上 、 藤 田 会 長 は

「 交 通 死 亡 事 故 を な く

す に は 、 一 歩 間 違 え ば

大 事 故 に つ な が る 物 損

事 故 を な く さ な け れ ば ダ メ 。 物 損 事

故 は 年 間 １ ５ ０ 件 起 き て お り 、 事 故

防 止 の 取 り 組 み を 引 き 続 き 強 め な け

れ ば な ら な い 」 と 気 を 引 き 締 め ま し

た 。

　 大 会 で は 山 原 廣 幸 旭 川 東 警 察 署 地

域 交 通 担 当 次 長 の 安 全 講 話 に 続 い て 、

東 川 小 １ 年 、 明 石 京 花 さ ん 、 東 川 中

生 徒 会 生 活 委 員 長 の 小 川 悠 里 さ ん が

交 通 安 全 を 誓 い ま し た 。

　 ５ 月 2
8 日 、 町 交 通 安

全 協 会 （ 藤 田 裕 三 会 長 ）

主 催 の 交 通 安 全 町 民 大

会 が 農 村 環 境 改 善 セ ン

タ ー で 開 か れ 、 死 亡 事

故 ゼ ロ へ の 誓 い を 新 た

に し ま し た 。

　 東 川 建 設 業 協 会 主 催

の 安 全 大 会 に 続 い て 開

き ま し た 。 松 岡 市 郎 町

　 ５ 月 2
8 日 、 東 川 中 学 校 （ 鍛 治 川 明

校 長 ） の 生 徒 が 学 校 田 「 羽 衣 実 習 田 」

で 田 植 え を 行 い ま し た 。

　 水 田 は 羽 衣 公 園 の 一 角 約 １ ・ ８ ㌃

を 利 用 し て い ま す 。 父 兄 の 農 家 が す

っ か り 田 植 え 準 備 を 万 全 に 整 え ま し

た 。 １ 年 生 ２ ク ラ ス 7
9 人 が 水 張 り し

た 水 田 に 素 足 で 入 り 、 農 家 で 育 て た

「 お ぼ ろ づ き 」 の 幼 苗 を 手 植 え し ま

し た 。

　 小 学 校 時 代 に 田 植 え を 経 験 し て い

る 生 徒 に と っ て は 手 慣 れ た も の で す

が 、 途 中 で 列 が 少 し ず つ 曲 が っ て し

ま っ た り 、 前 へ 進 め ず 四 苦 八 苦 の 生

徒 の 姿 も 。 途 中 の 草 取 り な ど 、

学 年 ご と に 作 業 分 担 し 、 ９ 月

末 に は 稲 刈 り 、 1
0 月 に は 、 東

川 養 護 学 校 の 生 徒 と 一 緒 に 収

穫 祭 の 予 定 。 昨 年 は 玄 米 約 １

ト ン の 収 穫 が で き た と い い 、

今 年 も 同 程 度 の 収 穫 を 期 待 し

て い ま す 。

東 川 中 学 校 田 で 田 植 え東 川 中 学 校 田 で 田 植 え旭 岳 ロ ー プ ウ エ ー 姿 見 の 駅 で 山 開 き 安 全 祈 願 祭旭 岳 ロ ー プ ウ エ ー 姿 見 の 駅 で 山 開 き 安 全 祈 願 祭

町 民 交 通 安 全 大 会 で 今 年 も 死 亡 事 故 ゼ ロ 誓 い ３ ０ ０ 人町 民 交 通 安 全 大 会 で 今 年 も 死 亡 事 故 ゼ ロ 誓 い ３ ０ ０ 人

メ ッ セ ー ジ を 携 え て 来 町 し た 佐 々 木 え る ざ

さ ん （ 左 ） と 吉 田 社 長
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リンズィーさん、ありがとう
英語指導助手、
リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

　

５
月
27
日
か
ら
６
月
２
日
ま
で
７
日
間
、

Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の
八
重
洲
地
下
街
で
毎
年
恒

例
の
東
川
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ッ
ト
会
場
で
は
、
旭
川

市
と
東
川
町
の
大
雪
山
・
表
大
雪
観
光
圏

「
大
雪
山
観
光
フ
ェ
ア
」
と
し
て
、
木
工

ク
ラ
フ
ト
製
品
、
特
産
品
を
販
売
。
併
せ

て
メ
ー
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
会
場
で
は
、
写
真

家
、
林
明
輝
氏
の
写
真
展
「
北
海
道
大
雪

山
写
真
展
―
大
き
な
自
然
・
大
雪
山
」
も

開
き
ま
し
た
。

　

　

迫
り
く
る
迫
力
と
光
に
あ
ふ
れ
た

作
品
は
、
ま
さ
に
〝
神
々
の
庭
〞
カ

ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
そ
の
も
の
。
混
雑
す

る
通
行
の
合
間
を
縫
っ
て
訪
れ
た
都

心
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
、
多
く
の

人
が
足
を
止
め
、
神
々
し
い
ま
で
の

表
現
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

特
産
品
フ
ェ
ア
で
は
、
近
年
の
水

ブ
ー
ム
の
追
い
風
も
手
伝
っ
て
「
大

雪
旭
岳
源
水
」
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
５

０
０
㍉
㍑
入
り
）
が
大
好
評
で
し
た
。

リンズィーさん、ありがとう
英語指導助手、
リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

　
わ
れ
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ワ
ッ

ク
ス
マ
ン
兼
テ
ク
ニ
カ
ル
コ
ー
チ
、
ジ
サ

ッ
フ
ィ
・
フ
ァ
ビ
オ
氏
、
早
稲
田
大
ス
キ

ー
部
（
岡
田
亮
典
コ
ー
チ
＝
北
海
学
園
札

幌
高
校
教
員
）
を
加
え
た
合
同
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
に
な
り
順
調
な
仕
上
が
り
を
見
せ
た

よ
う
で
す
。

　

５
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
ス
キ
ー
部
の

夏
見
円
選
手
（
30
）
、
石
田
正
子
選
手

（
28
）
＝
と
も
に
旭
大
高
卒
＝
ら
が
今
年

の
春
季
旭
岳
合
宿
の
あ
い
さ
つ
の
た
め
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

’08
|
’09
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
恒
例
合
宿
は
、

５
月
前
・
後
半
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。

　

後
半
合
宿
は
、
同
月
21
日
か
ら
29
日
ま

で
旭
岳
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
行

　

５
月
28
日
、
花
本
建
設
㈱
（
旭
川
、
花

本
金
行
社
長
）
が
道
道
旭
岳
天
人
峡
線
の

中
心
市
街
地
カ
ラ
ー
舗
装
歩
道
で
、
植
樹

帯
の
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
を
行
い
ま

　
し
た
。

　

同
社
が
歩
道
整
備
事
業
の
請
負
工
事
を

担
当
し
た
こ
と
が
縁
で
、
昨
年
か
ら
そ
の

後
の
植
樹
帯
整
備
を
社
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
始
め
ま
し
た
。

　

カ
ラ
ー
舗
装
区
間
を
ほ
ぼ
３
区
に
分
け
、

毎
年
３
分
の
１
ず
つ
春
の
整
備
を
し
よ
う
、

と
い
う
も
の
で
す
。

　

社
員
16
人
が
２
班
に
別
れ
、
花
壇
の
植

え
付
け
シ
ー
ズ
ン
に
先
駆
け
て
、
土
の
掘

り
返
し
、
根
切
り
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
も
出

動
し
て
本
格
的
な
整
備
作
業
で
す
。
町
内

会
や
花
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
が
担
当
し
て
整

備
し
た
花
壇
植
え
込
み
作
業
も
、
そ
の
後

楽
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

花
本
建
設
、基
線
街
路
の
花
壇
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

花
本
建
設
、基
線
街
路
の
花
壇
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

東
京
・
八
重
洲
地
下
街
で
恒
例
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

東
京
・
八
重
洲
地
下
街
で
恒
例
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ス
キ
ー
部
、夏
見
円
選
手
ら
春
の
旭
岳
合
宿
で
あ
い
さ
つ
に

Ｊ
Ｒ
北
海
道
ス
キ
ー
部
、夏
見
円
選
手
ら
春
の
旭
岳
合
宿
で
あ
い
さ
つ
に

　昨年7月、英語指導助手として来町し、小・中学校で国際理解教育、英語の授業を担当したリン
ズィー・マクドナルドさんが６月末で退任することになりました。今後、東京の大学で大学院に進学
したい、ということです。この１年間、東川で感じたことはどんなことだったのでしょうか。思い出や
今後の抱負を話してもらいました。
（聞き手、通訳：宮地晶子さん　収録日：6月2日、農村環境改善センターで）
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リンズィーさん、ありがとう
英語指導助手、
リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

リンズィーさん、ありがとう
英語指導助手、
リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

リンズィーさん、ありがとう
英語指導助手、
リンズィー・マクドナルドさんインタビュー

―昨年の7月に来町してわずか1年間と短い間でした
が、その間に感じた印象はどうでしたか。
　予期していなかったことをたくさん経験しました。カナ
ダに帰った時、友達に「すごい恥ずかしがり屋だと思っ
ていたリンズィーが、非常に自信に満ちあふれているよ
うに見えた」と言われたことがあります。私は、もともとす
ごく恥ずかしがり屋で、コンビニエンス・ストアで話をす
ることも出来なかったのに、今ではなんでもないことのよ
うにできるようになったし…。今なら、やればなんでもで
きるんじゃないか、と思っています。

―今後のスケジュールは？
　今、仕事を探しています。東京に行って、大学院に行
きたい。ここに来るまで勉強していた国際関係の勉強を
続けたい。大学の最初の2年間勉強していた動物学も
いいな、と思っています。
　国際関係論はカナダの大学で専攻していました。関
西外国語大では日本語クラスと経済学と東アジア関係
論。動物学は、サメとか猫の解剖なんかをしたこともあり
ます。専門性の違うものを専攻することは、カナダでは良
くあることです。2回どころか、3回、4回と変える人もいま
すよ。

「やる気になればいろいろな経験が出来る」

―世界で活躍するためには、英語の習得が不可欠で
すが、日本語が上手に話せるようになったコツとはど
んなものでした？
　日本語を勉強する前は、とにかく何かほかの言語を
話せるようになりたい、という強い思いがありました。英
語は、世界中で話されているのは分かっているけれど、
みんなが英語をしゃべれて当然、という態度にはちょっ
と傲慢さを感じていたし…。相手を理解するためには相
手の言葉を理解することが必要、と思っていました。本
当に相手を理解したいと思えば、その言語を学びたいと

思うだろうし、その大きな手助けとなったのは、私の場
合音楽でした。日本の音楽を聴いて、一生懸命それを
理解しようと思ったことがきっかけ。

―どんな音楽が好きだった？
　「ディルアングレイ（DIR EN GREY）」が大好き。昨年
10月か11月に出したCDがオリコン・チャートにも入っ
ているほど。ヨーロッパ、カナダ、アメリカでもツアーをし
ています。この１年間だけでも、札幌と大阪のコンサート
に行きました。

―さて、好きなことにハマるのがいいことは分かりま
したが、多言語を身につけるコツは具体的にはどうや
って成功したんですか？
　まず友達を作ること。最初の年、数人の友達ができた
んだけれど、最初は日本語で話すことが恐かった。それ
で大阪のホストファミリーにホームステイした時に、とに
かく英語は禁止、とお願いして…。
　大阪といえば…、たこ焼き大好き。〝アーっ、たこ焼
き！〟

―最後に、これからの時代に生きる教え子たちにアド
バイスをひとつするとしたら？
　自分さえやる気になって外に出て行けば、いろいろな
経験が出来ます。大事なことは、行ってみるまで、どんな
友達ができるかわからないこと。どんな経験が出来るか
わからない、ということです。まず行ってみる、ということ
ですね。

―ありがとうございました。
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　昨年7月、英語指導助手として来町し、小・中学校で国際理解教育、英語の授業を担当したリン
ズィー・マクドナルドさんが６月末で退任することになりました。今後、東京の大学で大学院に進学
したい、ということです。この１年間、東川で感じたことはどんなことだったのでしょうか。思い出や
今後の抱負を話してもらいました。
（聞き手、通訳：宮地晶子さん　収録日：6月2日、農村環境改善センターで）

　昨年7月、英語指導助手として来町し、小・中学校で国際理解教育、英語の授業を担当したリン
ズィー・マクドナルドさんが６月末で退任することになりました。今後、東京の大学で大学院に進学
したい、ということです。この１年間、東川で感じたことはどんなことだったのでしょうか。思い出や
今後の抱負を話してもらいました。
（聞き手、通訳：宮地晶子さん　収録日：6月2日、農村環境改善センターで）

（8月号からはコーリー・チューイーさんの新コーナーが登場します）
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美し
い
緑と
花
の
町・
ル
ーイ
エナ
町
民
訪
問
記

　 ５ 月 2
9
日 か ら ６ 月 ２ 日 ま で ５ 日

間 （ 全 日 程 は ５ 月 2
8
日 か ら ６ 月 ３

日 ま で ７ 日 間 ） 、 公 式 交 流 訪 問 団

ら 町 民 3
6
人 の 一 行 が

ラ ト ヴ ィ ア 共 和 国 ル

ー イ エ ナ 町 の 地 を 踏

み ま し た 。

　 リ ガ 空 港 で は 、 姉

妹 提 携 の た め 、 昨 年

7 月 本 町 を 訪 れ た グ

ラ ト キ ン ス 議 長 （ 町

長 ） ら が 迎 え て く れ

ま し た 。

　 町 の 温 か い 歓 迎 を

受 け 、 ル ー イ エ ナ に

到 着 し た 滞 在 初 日 に

ち ょ う ど 始 ま っ た

「 ル ー イ エ ナ 町 名 前

の 日 」 の お 祭 り 会 場

に 出 席 。 町 の 名 前 を

　 真 っ 青 な 空 の 下 に は 、 北 海 道 に

似 た 懐 か し い 初 夏 の 風 景 が 広 が っ

て い ま し た ― 。

か た ど っ た 特 大 ケ ー キ を 町 民 と 一

緒 に 食 べ 、 町 の 名 前 の 日 を お 祝 い

し ま し た 。

　 交 流 式 典 で は 、 昨 年 東 川 町 に 送

ら れ た 友 好 記 念 の 井 戸 ポ

ン プ と 同 じ 形 の 井 戸 ポ ン

プ を 町 の セ ン タ ー 広 場 に

設 置 す る 序 幕 式 に 参 列 。

日 本 か ら 持 っ て 行 っ た エ

ゾ ヤ マ ザ ク ラ の 苗 木 も 、

両 町 友 好 の シ ン ボ ル と し

て 植 樹 し ま し た 。

　 訪 問 団 員 は 、 滞 在 期 間

中 ル ー イ エ ナ や 首 都 ・ リ

ガ 市 内 な ど の 見 学 を す る

一 方 、 和 服 を 着 て 抹 茶 で

お 茶 を 立 て る 茶 道 や 、

「 手 巻 き ず し 」 「 い な り

ず し 」 「 餅 つ き 」 な ど 、

日 本 の 伝 統 的 な 食 文 化 を

紹 介 。 伝 統 音 楽 ・ 和 太 鼓 の 演 奏 と

盆 踊 り の 実 演 、 日 本 の 節 句 「 端 午

の 節 句 」 「 桃 の 節 句 」 な ど 、 理 解

を 深 め る 取 り 組 み 交 流 を し ま し た 。

　
初
日
、
私
た
ち
は
も
う
、
ル
ー
イ
エ
ナ

町
を
大
好
き
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
翌
日
、
ル
ー
イ
エ
ナ
の
方
々
に
茶

道
を
披
露
し
、
私
た
ち
は
ル
ー
イ
エ
ナ
特

産
の
と
て
も
お
い
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
た
く
さ
ん
ご
ち
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
桜
の
植
樹
、
企
業
訪
問
、
日
本

博
物
館
予
定
地
見
学
、
一
般
家
庭
で
の
お

茶
や
夕
食
、
社
会
保
健
セ
ン
タ
ー
見
学
、

移
動
途
中
で
の
海
で
の
休
憩
、
写
真
展
、

展
示
ホ
ー
ル
の
見
学
、
パ
ン
工
場
見
学
、

日
本
食
の
披
露
、
送
別
会
…
と
、
感
激
・

感
動
の
日
が
続
き
ま
し
た
。

　
私
は
初
日
の
感
動
の
一
部
を
記
し
ま
し

た
が
、
私
の
言
葉
で
は
ル
ー
イ
エ
ナ
町
と

ル
ー
イ
エ
ナ
の
人
々
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝

え
き
れ
な
い
の
が
残
念
で
す
。

　
次
号
か
ら
は
別
の
方
が
ラ
ト
ビ
ア
で
の

話
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し

み
に
！

主
婦
、
三
輪
　
裕
子
さ
ん

　
私
た
ち
は
、
昨
年
東
川
町
と
姉
妹
都
市

提
携
を
し
た
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
ル
ー
イ
エ
ナ

町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
大
き
な
木
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
き
れ
い
な
花
が
咲
き
誇
り
、
歩
い

て
い
る
と
甘
い
香
り
が
す
る
と
こ
ろ
を
…
。

　
大
き
な
高
い
木
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
１

本
の
木
か
ら
何
種
類
も
の
鳥
の
さ
え
ず
り

が
聞
こ
え
る
と
こ
ろ
を
…
。

　
緑
の
土
地
が
広
が
っ
て
い
て
、
窓
が
た

く
さ
ん
あ
る
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
家

の
周
り
に
は
畑
が
あ
り
、
牛
が
い
ま
す
。

煙
突
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
巣
を
作
り
、
地

面
に
は
モ
グ
ラ
が
い
た
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
青
く
て
高
い
空
が
、
ど
こ
ま
で
も
、
ど

こ
ま
で
も
、
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
イ

エ
ナ
に
立
っ
た
私
は
何
か
か
ら
解
き
放
た

れ
た
よ
う
な
透
明
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。
　
風
景
だ
け
で
も
夢
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な

の
に
、
ま
だ
ま
だ
素
敵
な
こ
と
が
続
き
ま

す
。
　
ル
ー
イ
エ
ナ
の
役
場
の
方
た
ち
が
優
し

い
笑
顔
で
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
、
私
た

ち
み
ん
な
に
ラ
イ
ラ
ッ
ク
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
、
ス
ズ
ラ
ン
な
ど
か
ら
な
る
手
作
り
の

ブ
ー
ケ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
で

す
。
　
長
い
フ
ラ
イ
ト
の
疲
れ
が
一
気
に
消
え

去
り
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
ブ

ー
ケ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

日
本
に
持
っ
て
帰
る
こ

と
は
出
来
な
い
の
で
ホ

テ
ル
の
部
屋
に
飾
り
ま

し
た
。

　
ホ
テ
ル
で
同
室
に
な

っ
た
方
が
、
ブ
ー
ケ
か

ら
ラ
イ
ラ
ッ
ク
と
他
数

種
類
の
花
と
葉
を
選
ん

で
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
花
で
迎
え
ら
れ
た
り
花
を
身
に

つ
け
る
こ
と
は
非
日
常
的
な
の
で
〝
ド
キ

ド
キ
〟
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
し
ま
し
た
。
そ
の

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
つ
け
て
町
の
お
祭
り

に
参
加
し
、
歓
迎
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
夜
９
時
か
ら
の
歓
迎
会
。
白
夜
な
の
で

９
時
で
も
ま
だ
明
る
く
て
、
と
て
も
不
思

議
な
感
じ
で
し
た
。

　
歓
迎
会
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
会
で

し
た
。
飾
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
花
と
緑
、

キ
ャ
ン
ド
ル
、
お
い
し
い
料
理
と
お
し
ゃ

べ
り
で
、
ル
ー
イ
エ
ナ
の
方
た
ち
の
優
し

い
気
持
ち
と
歓
迎
し
て
く
れ
て
い
る
気
持

ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
す
ば
ら
し
い
歓
迎
会

で
し
た
。

滞
在
初
日
、「
ル
ー
イ
エ
ナ
町
名
前
の
日
」を
み
ん
な
で
お
祝
い

（
お
祭
り
会
場
の
セ
ン
タ
ー
広
場
） 町
の
名
前
を
か
た
ど
っ
た
特
大
ケ
ー
キ
を
み
ん
な
で
食
べ
、

町
の
名
前
の
日
を
お
祝
い

友
好
の
井
戸
ポ
ン
プ
の
除
幕
式

 ラ ト ヴ ィ ア ・ ル ー イ エ ナ 町 に 初 の 親 善 訪 問 団

町 民 交 流 に 架 け 橋 作 っ た 友 好 訪 問

　 中 欧 ・ ラ ト ヴ ィ ア で は 、 美 し い 緑 の 季 節 ・ 初 夏 が 町 民 交 流 訪 問 団 を 待 っ て い ま し た 。 ６ 月

初 旬 、 姉 妹 都 市 提 携 を 結 ん だ ラ ト ヴ ィ ア 共 和 国 ル ー イ エ ナ 町 に 、 初 の 町 民 交 流 訪 問 団 （ 団

長 ・ 浜 辺 啓 町 議 会 議 長 ） を 派 遣 。 グ ラ ト キ ン ス 議 長 （ 町 長 ） や 昨 年 本 町 を 訪 れ て く れ た ル ー

イ エ ナ の 皆 さ ん と 再 会 を 果 た し 、 友 好 親 善 に 大 き な 成 果 を 果 た し て 帰 国 し ま し た 。

美し
い
緑と
花
の
町・
ル
ーイ
エナ
町
民
訪
問
記

第
１
回

　
36
人
の
町
民
が
訪
れ
た
ル
ー
イ
エ
ナ
の
町
は
、
美
し
い
花
々
が
咲
き
乱

れ
静
か
で
豊
か
な
農
村
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
と
し
て

縁
結
び
し
た
ル
ー
イ
エ
ナ
は
果
た
し
て
ど
ん
な
町
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

今
月
か
ら
6回
に
渡
っ
て
、
団
員
が
見
た
訪
問
記
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
ド
キ
ド
キ
〟
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
で
感
激
・
感
動
の
日
々

〝
ド
キ
ド
キ
〟
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
で
感
激
・
感
動
の
日
々

〝
ド
キ
ド
キ
〟
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
で
感
激
・
感
動
の
日
々

〝
ド
キ
ド
キ
〟
〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
で
感
激
・
感
動
の
日
々
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◇

　 高 校 に 入 学 す る ま で 、 写 真 へ の

興 味 は ま っ た く あ り ま せ ん で し た 。

ど ち ら か と い え ば 文 学 少 女 だ っ た

よ う で す 。 国 内 作 家 で は 村 上 春 樹

氏 の 大 フ ァ ン を 自 認 し て い ま す 。

　 今 年 ３ 月 に 発 表 し て 早 く も ベ ス

ト セ ラ ー 入 り が 話 題 だ と い う 新 作

長 編 小 説 「 １ Ｑ 8
4 」 は ま だ 読 ん で

い な い そ う で す 。

　 「 受 験 が 終 わ る ま で 我 慢 、 我

慢 … 。 来 年 大 学 に 入 学 で き た ら 、

自 分 へ の ご 褒 美 ！ 」 と 現 在 〝 大 学

受 験 必 勝 〞 を 誓 っ て い ま す 。

　 あ る 時 「 そ う い え ば 、 東 川 町 は

写 真 の 町 だ な あ … 」 と 思 い 立 ち ま

し た 。

　 「 町 主 催 で 写 真 甲 子 園 を し て い

る の だ か ら 、 高 校 生 で も 写 真 と い

う も の に 積 極 的 に 関 わ っ て い け る

か も し れ な い 」 。 ２ 年 生 の 春 、 そ

ん な 思 い で 入 部 し た の が 写 真 と の

付 き 合 い の 始 ま り 。 昨 年 写 真 甲 子

園 サ ポ ー タ ー と し て 大 会 に 係 わ っ

た こ と で 、 写 真 を 撮 る こ と が 大 好

き に な り ま し た 。

　 今 年 入 部 し て き た ８ 人 の 後 輩 部

員 に も 、 そ ん な 思 い が 育 っ て ほ し

い 、 と 願 っ て い ま す 。

　 昨 年 の 「 第 1
5 回 写 真 甲 子 園 」 大

会 で サ ポ ー タ ー と し て 出 場 選 手 を

支 援 。 熱 気 と エ ネ ル ギ ー は じ け る

大 会 を 間 近 に 感 じ て し ま っ て は 、

地 元 高 校 の 写 真 部 長 と し て 黙 っ て

は い ら れ ま せ ん 。

　 「 絶 対 本 戦 大 会 に 出 た い ！ 」 ― 。

昨 年 の 冬 休 み 前 か ら 、 今 年 の 大 会

に か け る 心 に 秘 め た 熱 い 思 い が あ

っ た の で す 。

　 「 来 年 こ そ 写 真 甲 子 園 の 本 戦 大

会 に 出 場 し よ う 」 。 当 時 １ 年 生 の

後 輩 ３ 人 と 一 緒 に 思 い を 固 め た の

は 昨 年 の 冬 休 み 前 の こ と 。 そ し て

５ 月 、 学 校 の 敷 地 内 や 学 校 前 の 公

園 に 咲 い て い る 満 開 の 桜 を テ ー マ

に 、 ８ 枚 組 み カ ラ ー 作 品 を 作 り 上

げ 初 戦 審 査 に 出 品 し ま し た 。

　 「 写 真 甲 子 園 の 熱 気 と 選 手 た ち

の 情 熱 に 感 化 さ れ た 」 と い い ま す 。

静 岡 伊 東 、 大 阪 工 芸 、 倉 敷 古 城 池

の ３ 校 に 付 き 添 い 「 思 っ て い た ほ

ど 仲 良 く な れ る チ ャ ン ス は な か っ

た け れ ど 、 勉 強 に な っ た 。 特 に 大

阪 工 芸 高 校 は 、 応 募 し て き た 初 戦

作 品 で は 人 を 中 心 と し た 作 品 づ く

り だ っ た の に 、 本 戦 で は 北 海 道 の

広 い 風 景 を 撮 る 技 術 も う ま く て び

っ く り し ま し た 」 。

今 、 生 き 生 き と

　 今 年 も ま も な く や っ て

く る 「 写 真 甲 子 園 」 の 夏 。

全 国 か ら 初 戦 審 査 を 勝 ち

抜 い て 18 校 の 高 校 生 選 手

が 盛 夏 の 町 内 を に ぎ わ し

ま す 。 ま だ 本 戦 大 会 へ の

出 場 経 験 が な い 地 元 ・ 東

川 高 校 写 真 部 で す が 、

〝 あ こ が れ 〞 の 決 戦 舞 台

を 目 指 す 思 い は 同 じ 。 残

念 な が ら 本 戦 大 会 進 出 は

出 来 ま せ ん で し た が 、 高

校 生 活 最 後 の 夏 、 サ ポ ー

タ ー と し て 、 思 い 出 に 残

る 本 戦 大 会 に す る た め 、

出 場 チ ー ム を 力 一 杯 支 え

る つ も り で す 。 今 、 高 校

最 後 の 〝 思 い 出 の 熱 い

夏 〞 が 刻 一 刻 と 近 づ い て

い ま す 。

2323

初 戦 審 査 会 提 出 作 品 （ そ の 2 ）

今
年
の
初
戦
審
査
提
出
作
品
作
り（

5月
、校
庭
で
）

今
年
の
写
真
甲
子
園
大
会
初
戦
審
査
に
提
出
し
た

東
川
高
校
写
真
部

8枚
組
み
作
品
の
中
の

品
原
さ
ん
の
作
品（
そ
の

1）

近
づ
く
学
校
祭
、高
文
連
に
向
け
て
、

部
会
で
作
品
作
り
を
打
ち
合
わ
せ

フ
ィ
ル
ム
写
真
の
現
像
、焼
き
付
け
も
し
ま
す

（
東
川
高
校
の
暗
室
）

東 川 高 校 写 真 部 　 品 原 　 ゆ う （ し な は ら 　 ゆ う ） さ ん

品
原
　ゆ
う

 さ
ん
／
北
海
道
東
川
高
校
・
写
真
部
長
／
旭
川
市
内

旭
川
市
出
身
、 1

7歳
。 2
年
生
の
時
に
写
真
部
に
入
部
。今
年
い
き
な
り
部
長
を
任
さ
れ
、初
の
初
戦
審
査
突
破
を
狙
っ
て
、 2
、 3
年
生

4人
で「
写
真
甲
子
園
」の
初
戦
審
査
提
出
作

品
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。来
年
は
奈
良
県
の
大
学
に
進
学
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

し
な
は
ら
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写
真
の
町
を
宣
言
し
て
25
年
目
と
な
る
。

こ
の
25
年
目
を
大
き
く
お
祝
い
す
る
計
画

は
な
い
が
、
最
高
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
い
う
企
画
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
長
期
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
本
町
在
住
の
写
真

作
家
、
竹
田
津
実
氏
の
写
真
展
「
え
ぞ
王

国
」
森
の
写
真
展
で
あ
る
。

　

竹
田
津
氏
が
40
年
間
に
わ
た
り
撮
り
続

け
て
き
た
写
真
約
２
０
０
点
が
キ
ト
ウ
シ

森
林
公
園
の
森
の
中
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

写
真
展
と
い
え
ば
一
般
的
に
は
室
内
が

多
く
、
写
真
に
触
れ
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
森
の
写
真
展
は

写
真
に
触
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
の
で
あ
る
。

竹
田
津
氏
は
「
子
供
が
写
真
に
触
れ
な
い

で
い
る
姿
を
見
て
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
展
示
」
を
考
え
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
ん
な
考
え
方
に
共
鳴
し
た
の
が
旧
知

の
仲
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
三
村
淳
氏
と
、
森

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
崎
野
隆
一
郎
氏
。

「
３
人
寄
れ
ば
お
酒
」
「
よ
し
、
や
ろ
う
」

と
決
ま
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

　

情
熱
が
す
ご
い
。
何
度
も
現
地
を
見
て
、

仲
間
と
と
も
に
数
日
間
を
か
け
て
展
示
し

た
。
仲
間
は
、
東
京
、
栃
木
、
茨
城
、
小

清
水
町
、
函
館
、
旭
川
、
そ
し
て
地
元
東

川
町
か
ら
も
加
わ
っ
た
。
す
ご
い
パ
ワ
ー

で
あ
る
。

　

濃
い
緑
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
所
に
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
往
復
１
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
森
の
中
の
動
物
園
で
あ
る
。

　

「
あ
っ
、
熊
だ
」
「
鹿
の
親
子
が
…
」
。

道
内
に
生
息
し
て
い
る
動
物
の
写
真
が
森

の
遊
歩
道
に
沿
っ
て
あ
ち
こ
ち
に
展
示
さ

れ
て
い
る
。
作
品
の
近
く
へ
行
っ
て
触
れ

て
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
従
来
の
展
示
を

超
え
た
作
品
展
で
あ
る
。
ぜ
ひ
見
て
ほ
し

い
。

　

往
路
の
最
終
展
示
場
所
、
南
展
望
台
か

ら
の
眺
望
が
な
ん
と
も
素
晴
ら
し
い
と
い

う
。
三
村
氏
は
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
見

た
大
雪
山
連
邦
と
、
整
然
と
し
た
田
園
風

景
を
見
て
「
北
の
平
城
京
」
と
絶
賛
し
た
。

　

家
族
や
友
人
、
知
人
と
と
も
に
、
森
の

緑
に
接
し
、
う
ま
い
空
気
の
中
、
写
真
を

見
な
が
ら
散
策
し
、
折
り
返
し
点
で
「
北

の
平
城
京
」
と
い
わ
れ
る
絶
景
に
感
動
し

戻
っ
て
来
る
。
こ
の
ぜ
い
た
く
さ
を
今
月

は
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
に
は
結
婚
記
念
樹

と
し
て
植
樹
し
た
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
林

が
あ
り
、
そ
の
満
開
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
。

小
動
物
も
多
く
生
息
し
て
い
る
。
動
・
植

物
と
自
然
の
メ
ッ
カ
で
も
あ
る
。
大
切
に

し
た
い
も
の
だ
。

難
病
の
夫
を
看
取
り
ゐ
る
若
き
姪
健
気
な
笑
顔
に
涙
さ
そ
わ
る

溜
め
水
に
う
す
氷
張
り
し
朝
な
り
収
穫
さ
か
り
の
ア
ス
パ
ラ
の
惨

ぽ
っ
こ
り
と
膨
ら
む
お
腹
の
孫
の
嫁
そ
っ
と
撫
で
つ
つ
無
事
生
ま
れ
よ
と

ぱ
っ
と
咲
き
甘
き
花
満
つ
桜
花
一
夜
の
風
に
散
り
ぎ
わ
見
せ
ず

明
日
あ
る
と
信
じ
て
拝
む
入
日
な
り
健
や
か
な
れ
ば
幸
せ
と
し
て

点
滅
の
黄
信
号
く
ぐ
る
夕
間
暮
れ
少
し
あ
や
ふ
き
未
来
か
知
れ
ず

人
の
世
の
起
伏
の
り
越
え
八
十
年
唯
々
月
に
雲
の
う
ご
く
を

晴
天
に
大
樹
の
桜
誇
ら
し
く
見
事
に
咲
き
て
夫
と
眺
め
る

し
み
じ
み
と
わ
が
残
生
を
思
い
を
り
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
炎
え
さ
か
る
時

夫
を
呼
ぶ
吾
が
声
の
み
の
夢
さ
め
て
た
と
え
よ
う
な
き
静
寂
の
窓

あ
い
ま
い
な
記
憶
の
底
に
青
茫

雲
海
に
抱
か
れ
寝
む
る
お
湯
の
街

大
志
を
ば
誓
い
し
山
や
青
茫

ハ
ン
モ
ッ
ク
見
た
目
ほ
ど
に
は
眠
ら
れ
ず

近
寄
れ
ぬ
水
面
静
か
や
青
茫

佇
め
ば
病
葉
岸
に
流
れ
寄
る

雲
海
の
飛
翔
に
寄
り
そ
う
昃
り
か
げ

鮭
の
稚
魚
放
て
ば
ど
っ
と
村
生
き
る

浮
遊
す
る
乙
女
の
心
青
茫

田
植
晴
お
や
つ
車
座
の
三
世
代

ハ
ン
モ
ッ
ク
鰭
を
お
さ
め
て
魚
と
な
り

う
か
う
か
と
帽
子
奪
わ
る
初
夏
の
風

夢
見
つ
つ
ほ
ほ
え
む
孫
の
ハ
ン
モ
ッ
ク

反
抗
期
背
伸
び
し
て
い
る
青
茫

松　

倉　

和　

子

矢　

沢　

ま
す
え

永　

江　

栄　

子

嶋　

崎　

ミ　

エ

中　

田　

治　

子

宮　

坂　

敬　

子

笹　

田　

冨
士
子

岡　

澤　

チ
ズ
子

清　

水　

チ　

ヨ

瓜　

生　

昭　

枝

石　

澤　

清　

宏

澤　

田　

久
美
子

松　

山　

蓉　

子

三　

島　
　
　

智

長
谷
川　

き
み
ゑ

小　

林　

露　

葉

青　

野　

公　

花

宮　

坂　

紫　

雲

秋　

山　

深　

雪

杉
山　

ひ
ろ
の
り

徳　

光　

吐　

苦

杉　

山　

り　

つ

山　

口　

佐
知
子

高　

瀬　
　
　

潤

飲
水
思
源

い
ん
す
い
し
げ
ん

町
長

松
岡
市
郎

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内 キ

ト
ウ
シ
か
ら
の
展
望
は
「
北
の
平
城
京
」
⁉

短　
歌

俳　
句

     

  　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
れ
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　自然体験、アウトドア体験という言葉を最近よく耳にする
ようになりました。でも自然体験、アウトドア体験って？
　登山、キャンプ、カヌーなどなど、普段の生活とは違った
非日常の世界。これが自然体験やアウトドア体験という言葉
から受けるイメージじゃないかと思います。
　でも考えてみると、自然の中の遊びは、当然すべて自然体
験！　森や裏山を探検したり、水辺でカエルをつかまえて遊
んでみたり、と子供のころに日常的に遊んでいたことも、大
きくまとめれば自然体験ではないかなぁ、と思います。
　さて、私たちはキトウシ森林公園や旭岳野営場などを借り
て、子供キャンプや日帰りの子供の自然体験活動などを行っ
ています。子供たちと一緒に活動すると「自然の中で遊ぶ楽
しさ」というものを再確認します。
　自然遊びは、子供のころの目線を思い出せることに加えて、
いろんな発見があるのです。
　例えば、自然というのがみんなに平等な場であり、どんな
人にもその人の好みにあった遊びを与えてくれる場所である

貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。貸し出し期間は、図書は1人5冊まで14日間、ビデオは1人2本まで4日間です。返却期間を守りましょう（夜間返却窓口もご利用ください）。
文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内文化交流館　新刊図書・ビデオ 案内

だいせつざんのすがお

　山岳ガイド、旭岳ビジターセンター、自然解説員などで活
躍する人たちをリレーしています。高山植物、紅葉、雪、動
物など「自然の大博物館」といわれる大雪山の素顔が見えて
きます。

こと。
　今の時期は、葉っぱで生
い茂った樹冠に太陽の光が
遮られ、森の中に入るとひ
んやりと涼しく散歩道が広
がっています。
　そんな森には、みずみず
しく茂った緑の葉もあれば、わずかな光を吸収して咲かせる
きれいな花、変てこな形の虫や変な声で鳴く鳥など、いろい
ろな生き物がたくさんいます。
　子供たちにとってみればまさに森の中はワンダーランド！
　不思議なものがたくさん隠されている森の中では、探すも
の、見つけるものすべてが宝物みたいなものです。
　花が好きな子には花を、虫が好きな子には虫探しをさせて
あげる、というのが自然という遊び場です。それはどんな人
にも平等に場所を与えてくれるのではないかと思います。
　自然の中に子供を連れていくと、不思議なもの、気になっ
たものを自分たちで発見し、どんどん学んでいきます。
　教わったことを学ぶより、自主的に考えて自分たちで発見
し、いろいろな想像力（創造力）を働かせて、係わった人を
成長させる。う～ん、すごく偉大な先生ですね。でもそれが
自然というものであり、自然体験の醍醐味じゃないかと思い
ます。

文：大雪山自然学校　沢辺　佳彦

大雪山の素顔
▲

キ
ト
ウ
シ
森
林
公
園
で

高い青空と、ゆったり歩く人々。そんな
フィンランド・ヘルシンキの街角にある、
小さくても堂 と々したたたずまいの店
「かもめ食堂」。優しいけれど、きりっとし
た潔さを持った日本人店主サチエは、
図書館で知り合ったミドリをスタッフに
迎える。普通だけど何だかおかしい
人々が繰り出す、妙に懐かしく心地よい
物語（１０２分）。

牛乳パック、トイレットペーパー
の芯、輪ゴムや封筒など、身近
にあるもので作る楽しいおもちゃ
の工作絵本。豊富なイラストや
写真で、エコにもなる作品の作
り方、遊び方がよくわかります。
もうすぐ楽しい夏休みがやって
きますね。自由研究にもお勧め
です。

財政破綻にあえぐ極北市。赤字５つ星
の極北市民病院に、非常勤外科医の
今中がやってきた。院長と事務長の対
立、不衛生でカルテ管理もずさん、謎
めいた医療事故、女性ジャーナリストの
野心、病院閉鎖の危機…。果たして今
中は桃色眼鏡の派遣女医、姫宮と手
を組んで医療崩壊の現場を再生でき
るのか!?

か
も
め
食
堂

（
映
画
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

バ
ッ
プ

極
北
クレイ
マ
ー（
一
般
書
）

著

：

海
堂
尊

刊

：

朝
日
新
聞
社

き
む
ら
ゆ
ういち
のエコ
工
作
え
ほ
ん
全
３
巻

（
児
童
書
）

著

：

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　
刊

：

ポ
プ
ラ
社
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大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

医
　
療
　
分

4.
6％

（
5.
2％
）

20
.0
％

（
20
.0
％
）

18
,0
00
円

（
19
,0
00
円
）

5,
40
0円

（
5,
70
0円
）

9,
00
0円

（
9,
50
0円
）

14
,4
00
円

（
15
,2
00
円
）

30
,0
00
円

（
30
,0
00
円
）

9,
00
0円

（
9,
00
0円
）

15
,0
00
円

（
15
,0
00
円
）

24
,0
00
円

（
24
,0
00
円
）

47
0,
00
0円

（
47
0,
00
0円
）

所
得

割

資
産

割

7
割
軽
減
額

5
割
軽
減
額

2
割
軽
減
額

7
割
軽
減
額

5
割
軽
減
額

2
割
軽
減
額

均
等

割
（
１
人
当
た
り
）

賦
課
限
度
額

均
等

割
（
１
世
帯
当
た
り
）

1.
6％

（
1.
7％
）

8.
0％

（
8.
0％
）

5,
80
0円

（
6,
20
0円
）

1,
74
0円

（
1,
86
0円
）

2,
90
0円

（
3,
10
0円
）

4,
64
0円

（
4,
96
0円
）

9,
10
0円

（
9,
00
0円
）

2,
73
0円

（
2,
70
0円
）

4,
55
0円

（
4,
50
0円
）

7,
28
0円

（
7,
20
0円
）

12
0,
00
0円

（
12
0,
00
0円
）

支
援
金
分
　
※１

※
3

※
3

1.
3％

（
1.
5％
）

4.
3％

（
4.
5％
）

6,
00
0円

（
8,
00
0円
）

1,
80
0円

（
2,
40
0円
）

3,
00
0円

（
4,
00
0円
）

4,
80
0円

（
6,
40
0円
）

9,
00
0円

（
8,
00
0円
）

2,
70
0円

（
2,
40
0円
）

4,
50
0円

（
4,
00
0円
）

7,
20
0円

（
6,
40
0円
）

10
0,
00
0円

（
90
,0
00
円
）

介
護
分
　
※２

対
　
象
　
者

生
活
保
護
の
受
給
者
、老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
で

住
民
税
非
課
税
世
帯

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税

年
金
収
入
額
が
80
万
円
以
下

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、保
険
料
段
階
が
第
２
段
階

以
外

住
民
税
課
税
世
帯
で
、本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

り
、前
年
の
合
計
所
得
＋
課
税
年
金
収
入
額
が
80
万

円
以
下

住
民
税
課
税
世
帯
で
、本
人
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

り
、特
例
第
4段
階
以
外

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金
額
が
20
0万

円
未
満

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金
額
が
20
0万

円
以
上
40
0万
円
未
満

本
人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
金
額
が
40
0万

円
以
上

（
基
準
額
）

特
例

（
新
設
）

保
険
料
区
分

第
１
段
階

第
２
段
階

第
３
段
階

第
５
段
階

第
６
段
階

第
７
段
階

（
新
設
）

基
準
額
×0
.5

基
準
額
×0
.5

基
準
額
×0
.7
5

基
準
額
×0
.8
8

基
準
額

基
準
額
×1
.2
5

基
準
額
×1
.5

基
準
額
×1
.7
5

算
定
方
法

27
,3
00
円

27
,3
00
円

40
,9
50
円

48
,0
40
円

54
,6
00
円

68
,2
50
円

81
,9
00
円

95
,5
50
円

保
険
料
額（
年
額
）

第 ４ 段 階Ⅱ
．介
護
保
険
料
の
改
定

　
第
４
期
介
護
事
業
計
画
で
は
、
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）
の
保
険
料
は
、
今
後
の
要
介
護
認
定
者
及
び
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
状
況
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
広
域
連
合
を
構
成
す
る
関
係
町
（
東
神
楽
、
東
川
、
美
瑛
）

の
高
齢
者
の
現
状
と
将
来
設
計
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
み
を
行
い
、
第
１
号
被
保
険
者
の
方
の
介
護
保
険
料
の

基
準
額
（
第
４
段
階
）
を
年
額
54
,60

0円
（
月
額
換
算
4,5

50
円
）
と
し
ま
し
た
。

　
第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
、
平
成
16
・
17
両
年
の
税
制
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
が
20
年
度

で
終
了
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
保
険
料
を
緩
和
す
る
措
置
と
し
て
第
４
段
階
を
さ
ら
に
区
分
し
、
特
例
第
４
段
階
を
新
設

し
ま
し
た
。
公
的
年
金
収
入
金
額
及
び
合
計
所
得
金
額
の
合
計
額
が
80
万
円
以
下
の
被
保
険
者
は
、
基
準
額
に
乗
じ
る
保

険
料
率
を
軽
減
（
特
例
）
で
き
る
よ
う
に
制
度
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
保
険
料
を
被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
た
め
、
合
計
所
得
金
額
の
合
計
額
が
40
0万
円
以
上
の

被
保
険
者
に
つ
い
て
、
第
６
段
階
を
区
分
し
て
第
７
段
階
を
新
設
し
、
算
定
方
法
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
当
該
年
度
の
４
月
１
日
時
点
に
お
け
る
第
１
号
被
保
険
者
本
人
の
住
民
税
課
税
及
び
所
得
状
況
、
被
保
険
者
の
属
す
る

世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
り
、
下
記
の
表
の
と
お
り
７
段
階
に
区
分
い
た
し
ま
す
。

第
1号
被
保
険
者（

65
歳
以
上
の
方
）の
保
険
料
表

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

国
民
健
康
保
険
料
、介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

―
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
据
え
置
き
―

Ⅰ
．国
民
健
康
保
険
料
の
改
定

　
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
広
域
連
合
議
会
で
21
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
動
向
や
保
険
財
政
の
安
定
化
等
を
も
と
に
十
分
に
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
保
険
料
率
表
の
と
お
り
決

定
し
ま
し
た
。
加
入
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
事
業
運
営
の
た
め
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

21
年
度
国
民
健
康
保
険
料
率
表

　
保
険
料
を
算
出
す
る
場
合
の
保
険
料
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　 ※
１
　
支
援
金
分
と
は
、
74
歳
以
下
の
被
保
険
者
の
方
が
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
に
必
要
な
総
医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
『
後

　
　
　
期
高
齢
者
支
援
金
』
で
す
。

※
２
　
介
護
分
と
は
、
介
護
保
険
の
第
2号
被
保
険
者
と
な
る
40
～
64
歳
の
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
相
当
分
で
す
。

※
３
　
前
年
所
得
が
一
定
の
基
準
額
に
満
た
な
い
世
帯
は
、
均
等
割
と
平
等
割
に
つ
い
て
軽
減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
　
）内
は
前
年
度
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大
雪
地
区
広
域
連
合
に
お
け
る
交
付
金
充
当
の
考
え
（

3年
間
分
を
均
等
）

1号
保
険
料

負
担
分

（
改
定
増
分
）

1号
保
険
料

負
担
分

平
成

21
年
度

1/
2国
庫
負
担

平
成

22
年
度

1/
2国
庫
負
担

平
成

23
年
度

1/
2国
庫
負
担

国
に
お
け
る
交
付
金
充
当
の
考
え
方

1号
保
険
料

負
担
分

（
改
定
増
分
）

1号
保
険
料

負
担
分

平
成

23
年
度

平
成

21
年
度

全
額
国
庫
負
担

平
成

22
年
度

1/
2国
庫
負
担

国
庫
負
担
な
し

▼ 保
険
料
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

 ▼

大
雪
地
区
広
域
連
合
国
民
健
康
保
険
対
策
室
・
介
護
保
険
対
策
室

☎
82
－

36
97
（
内
線

56
2～

56
5）

▼ 納
付
相
談
窓
口

 ▼

税
務
課
収
納
室
　　
☎

82
－

21
11
（
内
線

12
1）

2
割
軽
減
額

賦
課
限
度
額

8.
5割
軽
減
額

9
割
軽
減
額

均
等

割

所
得

割

5
割
軽
減
額

（
33
万
円
+3
5万
円
×世
帯
の
被
保
険
者
数
）

（
33
万
円
）

（
33
万
円
か
つ
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入
80
万
円
以
下
で
他
の
所
得
が
な
い
）

（
33
万
円
+（
24
万
5千
円
×世
帯
主
以
外
の
被
保
険
者
数
）
）
※
４

43
,1
43
円

9.
63
％

4,
30
0円

6,
30
0円

21
,5
71
円

34
,5
14
円

50
0,
00
0円

主
な
改
正
内
容

・
介
護
職
員
の
人
材
確
保
と
待
遇
改
善
の
た
め
、
夜
勤
な
ど
負
担
の
大
き
な
業
務
や
専
門
性

　
を
報
酬
に
反
映

・
人
件
費
の
地
域
差
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域
区
分
ご
と
の
報
酬
単
価
の
割
増
率
の
見
直
し

・
医
療
と
介
護
で
継
ぎ
目
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
医
療
と
連
携
し
、
認
知
症

　
ケ
ア
や
終
末
期
の
み
と
り
を
推
進

・
介
護
報
酬
全
体
の
改
定
率
は
プ
ラ
ス

3.
0％

７
月

31
日
（
金
）

８
月

31
日
（
月
）

９
月

30
日
（
水
）

11
月
２
日
（
月
）

11
月

30
日
（
月
）

12
月

28
日
（
月
）

22
年
２
月
１
日
（
月
）

保
険
料
納
期
限

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

第
５
期

第
６
期

第
７
期

大
雪
地
区
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ⅳ
．後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
通
知
書
を
ま
も
な
く
お
届
け
し
ま
す

21
年
度
保
険
料
率
は
、
前
年
度
と
同
じ
く
下
記
の
と
お
り
で
す
。
「
平
成

21
年
度
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
「
納
付
通
知

書
（
普
通
徴
収
）
」
「
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」
を
７
月
中
旬
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

21
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
表

Ⅴ
．保
険
料
の
納
付
方
法
を
変
更
出
来
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
並
び
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
現
在
年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）
と
な
っ
て
い
る
方
、

ま
た
は
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
に
よ
っ
て

10
月
以
降
特
別
徴
収
と
な
る
方
は
、
お
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
切
り
替
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

10
 月
以
降
の
特
別
徴
収
分
を
口
座
振
替
に
切
り
替
え
ご
希
望
の
方
は
、
８
月
５
日
（
水
）
ま
で

に
役
場
国
保
担
当
窓
口
で
納
付
方
法
の
変
更
の
申
し
出
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
本
人
の
保
険
証
、
振
替
口
座
の
預
金
通
帳
、
通
帳
の
お
届
け
印

　
※
介
護
保
険
は
納
付
方
法
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

Ⅵ
．保
険
料
の
納
期
限

　
大
雪
地
区
広
域
連
合
の
国
民
健
康
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通

徴
収
）
並
び
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）
の
納
期
限
は
次
の
と
お
り

で
す
。
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
が
徴

収
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
期
限
内
の
納
付
が
難
し
い
場

合
は
、
分
割
納
付
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
税
務
課
納
付
相
談
窓
口
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
保
険
料
上
昇
分
が
軽
減
さ
れ
ま
す

Ⅲ
．介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
保
険
料
上
昇
分
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
国
は
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
新
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
報
酬
単
価
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
報

酬
改
定
に
伴
い
、
介
護
保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
の
財
政
措
置
と
し
て
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
交
付
金
の
充
当
の
考
え
方
は
、
改
定
に
よ
る

21
年
度
保
険
料
上
昇
分
の
全
額
と
改
定
に
よ
る

22
年
度
保
険

料
上
昇
分
の
半
額
を
軽
減
し
、
第
１
号
保
険
者
の
保
険
料
上
昇
分
の
抑
制
等
に
充
当
さ
れ
ま
す
。
大
雪
地
区
広
域
連

合
で
は
、

21
～

23
年
度
の

3年
間
の
保
険
料
改
定
上
昇
分
を
均
等
に
軽
減
し
、
第
４
期
介
護
保
険
料
基
準
額
を
本
来

の
基
準
額
よ
り
低
く
設
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
21
～

23
年
度
の
保
険
料
は
、
所
得
段
階
に
変
動
が
な
け
れ
ば

3年
間
同
額
で
す
が
、

21
年
度
分
の
保
険
料
に
は

改
定
に
よ
る
保
険
料
上
昇
分
が
一
部
含
ま
れ
ま
す
。

※
４
　
単
身
世
帯
の
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

■
東
川
町
役
場
　　
　　

■
改
善
セ
ン
タ
ー（
公
民
館
）

■
文
化
交
流
館

■
文
化
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

■
町
立
診
療
所

■
大
雪
消
防
組
合
東
消
防
署

■
道
草
館
　　
　　

82
－
21
11

82
－
32
00

82
－
42
45

82
－
47
00

82
－
46
00

82
－
21
01

83
－
01
19

68
－
47
77

くら
し ・

ネ
ット
ワ
ー
ク

7
月
の
行
事

合 「 未 納 期 間 」 と な り 、 資 格 期 間

や 年 金 額 に 反 映 さ れ な く な り ま す 。

必 ず 保 険 料 を 納 め て く だ さ い 。

（ 注 ） 　 「 申 請 者 、 申 請 者 の 配 偶

者 、 世 帯 主 」 の 前 年 所 得 に よ り 全

額 免 除 、 ま た は 、 一 部 免 除 が 判 定

さ れ ま す 。

▼ 若 年 者 納 付 猶 予 制 度

　 一 定 以 上 の 所 得 の あ る 世 帯 主 と

同 居 し て い る 3
0 歳 未 満 の 申 請 者 本

人 及 び 配 偶 者 の み の 前 年 所 得 を 基

に 審 査 が 行 わ れ ま す 。

▼ 失 業 に よ る 特 例 免 除

　 申 請 す る 年 度 ま た は 前 年 度 に 失

業 （ 退 職 ） し て い た 場 合 対 象 に な

り ま す 。

　 申 請 時 に は 、 雇 用 保 険 受 給 者 証 、

ま た は 雇 用 保 険 被 保 険 者 離 職 票 が

必 要 と な り ま す 。

（ 注 ） 　 特 例 免 除 は 、 申 請 者 以 外

の 「 申 請 者 の 配 偶 者 、 世 帯 主 」 の

前 年 所 得 に よ り 該 当 段 階 が 判 定 さ

に よ っ て 全 額 納 付 と 比 べ て 将 来 受

け 取 る 年 金 額 は 少 な く な り ま す 。

全 額 納 付 の 場 合 は 、 保 険 料 を さ か

の ぼ っ て 納 め る こ と が で き ま す 。

1
0 年 以 内 で あ れ ば 免 除 該 当 期 間 の

保 険 料 を 全 額 納 付 で き ま す 。

　 免 除 承 認 期 間 は ７ 月 か ら 翌 年 ６

月 ま で 。

▼ 全 額 免 除

　 免 除 期 間 は 年 金 額 を 算 出 す る 際

の 資 格 期 間 に 計 算 さ れ ま す が 、 全

額 納 付 し た と き に 比 べ 、 年 金 額 が

３ 分 の １ に な り ま す 。

▼ 一 部 免 除 （ 一 部 納 付 ）

　 「 ４ 分 の １ 納 付 」 「 ２ 分 の １ 納

付 」 「 ４ 分 の ３ 納 付 」 と ３ 段 階 あ

り ま す 。

　 段 階 ご と に 判 定 基 準 が 決 ま っ て

お り 、 前 年 所 得 を 基 に 審 査 が 行 わ

れ ま す 。

　 段 階 決 定 後 は 、 段 階 別 の 保 険 料

を 納 付 し ま す 。 納 付 し な か っ た 場

 住 民 福 祉 課 か ら

国 民 年 金 は 、 保 険 料 の 免 除 ・ 納

付 猶 予 制 度 （ 申 請 ） が あ り ま す

　 国 民 年 金 保 険 料 を 納 付 す る こ と

が 困 難 な 場 合 、 申 請 に よ っ て 保 険

料 の 納 付 が 免 除 、 猶 予 と な る 「 保

険 料 免 除 」 「 若 年 者 納 付 猶 予 」 の

制 度 が あ り ま す 。

　 保 険 料 の 免 除 、 納 付 猶 予 を 受 け

ず に 保 険 料 が 未 納 の 状 態 の ま ま 万

一 死 亡 、 障 害 と な っ た 場 合 、 遺 族

基 礎 年 金 、 障 害 基 礎 年 金 を 受 け ら

れ な い こ と が あ り ま す 。 忘 れ ず に

保 険 料 の 免 除 、 納 付 猶 予 申 請 を し

ま し ょ う 。

　 免 除 、 ま た は 納 付 猶 予 の 場 合 、

そ の 期 間 は 年 金 の 受 給 資 格 期 間

（ 2
5 年 間 以 上 必 要 ） と し て 計 算 さ

れ ま す 。

　 そ の 間 保 険 料 の 支 払 い 額 は 少 な

く な る の で 、 そ れ ぞ れ の 承 認 内 容

れ ま す 。

　 他 の 市 町 村 か ら 転 入 さ れ た 方 は 、

前 年 の 所 得 状 況 （ 源 泉 徴 収 票 、 確

定 申 告 書 の 写 し 等 ） を 証 明 す る も

の を ご 持 参 く だ さ い 。

　 本 年 度 の 申 請 は 、 印 鑑 を ご 持 参

の 上 、 役 場 １ 階 １ 番 窓 口 （ 出 納 室

隣 り ） ま で 。

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 社 会 保 険 事

務 所 ☎ 2
7 | １ ６ １ １ 、 住 民 室 ☎ 8
2

| ２ １ １ １ （ 内 線 1 2 3 ）

児 童 扶 養 手 当 、 特 別 児 童 扶 養 手

当 の 受 給 ご 希 望 の 方 へ

　 児 童 扶 養 手 当 、 特 別 児 童 扶 養 手

当 を 受 給 希 望 の 方 は 、 申 請 に よ っ

て 受 給 す る こ と が 出 来 ま す 。 た だ

し 所 得 制 限 等 の 要 件 が あ り ま す 。

申 請 、 お 問 い 合 わ せ は 、 社 会 福 祉

室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０ ３ ）

ま で 。

▼ 支 給 要 件

　
21
年
度
の
町
税
納
税
通
知
書
を
７
月
１
日
に
送
付
し
ま
し
た
。

＜
住
　
民
　
税
＞
　
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
居
住
す
る
市
町
村
に
、
前
年
の
所
得
を
基
に
算
出
さ
れ
た
税
額
を
納
め
る
税
金

＜
固
定
資
産
税
＞
　
毎
年
1月
1日
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算
定
さ
れ
た
税
額

　
　
　
　
　
　
　
　
を
所
在
市
町
村
に
納
め
る
税
金
（
21
年
度
は
３
年
に
１
度
の
評
価
替
え
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
土
地
・
家

　
　
　
　
　
　
　
　
屋
の
価
格
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
）

＜
軽
自
動
車
税
＞
　
毎
年
４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動
車
（
原
動
機
付
自
動
車
、
軽
自
動
車
、
小
型
特
殊
、
二
輪
、
農
耕
作
業
車
等
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
所
有
し
て
い
る
人
に
対
し
て
か
か
る
税
金

　
年
４
回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納
税
通
知
書
の
内
容
を
確
認
し
、
納
期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
21
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
た
個
人
住
民
税
の
主
な
変
更
点

▼寄
付
金
税
制
の
拡
充

　
町
な
ど
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
（
納
税
者
の
住
所
地
以
外
へ
の
寄
付
金
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を
含
む
）
の
う
ち
５
千
円
を

超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、
個
人
住
民
税
所
得
割
の
お
お
む
ね
1割
を
上
限
と
し
て
、
所
得
税
に
合
わ
せ
て
全
額
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
る
寄
付
金
の
う
ち
、
本
町
に
所
在
す
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
寄
付
金

も
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※
町
へ
の
寄
付
金
（
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
）
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
総
務
課
政
策
室
（
内
線
22
5）
へ
。

▼公
的
年
金
等
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
（
東
川
町
は
当
分
の
間
見
送
り
）

　
老
齢
等
年
金
給
付
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
か
ら
、
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
一

定
額
以
上
の
年
金
給
付
を
受
け
個
人
住
民
税
が
か
か
る
方
は
、
21
年
10
月
の
支
払
い
分
か
ら
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
本
町
は
当

分
の
間
見
送
り
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
納
税
に
つ
い
て

▼納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
預
金
口
座
か
ら
納
期
限
の
日
に
町
税
を
自
動
的
に
振
り
替
え
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
が
手
続
き
窓

口
に
あ
り
ま
す
。
納
入
通
知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
銀
行
印
を
持
参
の
う
え
、
納
期
限
の
15
日
前
ま
で
に
手
続
き
願
い
ま
す
（
郵
便
局
の

手
続
き
は
20
日
前
ま
で
に
必
要
で
す
）
。
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼口
座
振
替
受
け
付
け
窓
口

役
場
税
務
課
、
東
川
町
農
業
協
同
組
合
、
北
央
信
用
組
合
東
川
支
店
、
北
海
道
銀
行
豊
岡
支
店
、
北
洋
銀
行
旭
川
中
央
支
店
、
北
陸
銀

行
旭
川
支
店
と
町
内
の
各
郵
便
局

▼口
座
振
替
で
き
る
金
融
機
関

東
川
町
農
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
及
び
郵
便
局
、
北
央
信
用
組
合
、
北
海
道
銀
行
、
北
洋
銀
行
、
北
陸
銀
行
の
道
内
各
店
舗

（
一
部
引
き
落
と
し
で
き
な
い
支
店
も
あ
り
ま
す
）

▼納
期
限
ま
で
の
納
付
が
難
し
い
場
合

　
な
ん
ら
か
の
事
情
で
納
期
ご
と
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
７
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
納
税
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。
納
税
猶

予
、
分
割
納
付
（
口
座
振
替
が
原
則
）
や
、
事
情
に
よ
っ
て
は
減
免
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
必
ず
税
務
課
収
納
室
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼延
滞
金
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す

税
（
料
）
金
が
納
期
限
後
に
納
付
さ
れ
た
場
合
、
「
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
さ
れ
た
日
ま
で
」
の
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
を
徴
収
し

て
い
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
付
を
済
ま
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

延
滞
金
の
算
定
方
法

本
来
納
め
る
べ
き
額
に
「
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
」
に
応
じ
年
14
.6
％
（
た
だ
し
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を

過
ぎ
る
日
ま
で
は
「
年
7.
3％
」
と
「
前
年
の
11
月
30
日
に
お
け
る
日
本
銀
行
法
に
規
定
す
る
商
業
手
形
の
割
引
率
に
４
％
を
加
え
た

割
合
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
割
合
を
使
用
し
ま
す
。
21
年
は
4.
5％
）
を
乗
じ
た
額
と
な
り
、
10
0円
未
満
の
端
数
を
切
り
捨
て

1,
00
0円
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

　 児 童 扶 養 手 当 　 離 婚 、 婚 姻 に よ

ら な い 出 生 、 も し く は 父 親 が 死 亡 、

重 度 の 障 害 、 生 死 不 明 、 ま た は 引

き 続 き １ 年 以 上 の 遺 棄 や 拘 禁 の 状

態 に あ る 1
8 歳 以 下 の 児 童 （ 1
8 歳 に

な っ た 年 度 末 ま で 、 障 害 者 の 場 合

は 2
0 歳 未 満 ま で ） を 養 育 し て い る

母 親 、 ま た は 養 育 者 。

　 特 別 児 童 扶 養 手 当 　 身 体 ま た は

精 神 に 重 度 ま た は 中 度 以 上 の 障 害

が あ る 2
0 歳 未 満 の 児 童 を 養 育 し て

い る 父 母 、 あ る い は 父 母 に 代 わ っ

て そ の 児 童 を 養 育 す る 方 （ 児 童 と

同 居 、 監 護 、 生 計 を 維 持 し て い る ）

で す 。

　 受 給 対 象 と な ら な い ケ ー ス 　 ○

公 的 年 金 を 受 給 し て い る 方 （ 遺 族

年 金 な ど ） ○ 対 象 児 童 が 施 設 な ど

に 入 所 し て い る 場 合

慰
霊
祭
音
楽
行
進（
前
9時

45
分
、役
場
前
）

慰
霊
祭（
前
11
時
、平
和
と
開
拓
の
碑
前
）

町
民
体
育
祭（
前
9時
、町
民
運
動
公
園
）

中
国
人
慰
霊
祭（
前
10
時
、東

14
号
共
同
墓
地
）

第
16
回
写
真
甲
子
園
開
会（

31
日
ま
で
）

第
25
回
東
川
町
国
際
写
真
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、ど
ん

と
こ
い
祭
り（

2日
ま
で
）

4日 5日 7日 28
日

8月
1日

　 （
前
月
比
－

（
前
月
比
－

（
前
月
比
－

（
前
月
比
＋

　
7,
77

8人
3,
70

8人
4,
07

0人
3,
19

2戸 5人 5人 16
人

24
人

　
8人
）

2人
）

6人
）

6戸
）

人
口
・
世
帯
数
　
5
月
末
日
現
在

人
　
口
／

　
男
　
／

　
女
　
／

世
帯
数
／

出
　
生
／

死
　
亡
／

転
　
入
／

転
　
出
／

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
　
　
　
　
　
日
（
6月

15
日
現
在
）

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
日
　
　
　
　
　
日
（
6月

15
日
現
在
）

人
の
う
ご
き
　 5
月
16
日
～
6
月
15
日

（
敬
称
略
、
掲
載
は
ご
承
諾
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
）

行
政
区
　

5南
区

ご
  
結
  
婚

奈
良
　
雄
二

間
村
　
佳
苗
｝

　
　 歳

　
　

97
歳

91
歳

96
歳

47
歳

　
　

行
政
区

5北
区

26
区

1区 北
町
3丁
目

　 届
出
人

中
山
　
晃

尾
上
　
君
子

江
川
　
富
夫

秋
葉
　
政
信

お
く
や
み

亡
き
人

中
山
　
ハ
ナ

尾
上
　
綾
二

江
川
　
キ
ミ
エ

秋
葉
　
昌
也

1,
41

1
1,
41

1
1,
41

1

　 父 博 正
幸

和
明

智
紀

晃
一
郎

　 母

ひ
と
み

元
美

裕
美

由
美

葉
子

　 行
政
区

新
栄

5南
区

北
町
3丁
目

東
町
1丁
目

新
栄

て
ら
や
ま
　
 は
く
と

あ
ん
ど
う
　
 ひ
ろ
む

 い
と
う

お
お
し
ろ
　
り
ゅ
う
と

み
や
か
わ
　
  あ
き
こ

お
誕
生

生
ま
れ
た
子

寺
山
　
珀
人

安
藤
　
広
夢

伊
藤
　
ゆ
き
な

大
城
　
　
斗

宮
川
　
晃
子

町
税
（
住
民
税
、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

身
体
障
害
者
等
減
免
措
置

　
身
体
障
害
者
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
は
減
免
措
置
と
な
り
ま
す
。
（
生
計
を
一
に
す
る
方
が
所
有

す
る
車
両
に
つ
い
て
も
適
用
対
象
）
減
免
を
受
け
る
に
は
納
期
（
本
年
度
は
7月
31
日
）
の
７
日
前
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。

納
入
期
限

第
１
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税

第
２
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税

第
３
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税

第
４
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
・
道
民
税
、
固
定
資
産
税

７
月
31
日
（
金
）

９
月
30
日
（
水
）

11
月
30
日
（
月
）

２
月
 １
日
（
月
）

お
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
税
務
室
☎
82
-2
11
1（
内
線
12
7、
12
8）
、同
収
納
室（
内
線
12
1、
12
2）

23
22

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

9 
 Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

9 
 Ju

ly



都
市
建
設
課

工
事
、委
託
の
入
札
結
果

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
工
事
、
委
託
の
入
札
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

工
　
事
　
名
　
等

5,
56

5,
00

0

8,
12

7,
00

0

1,
47

0,
00

0

8,
29

5,
00

0

6,
30

0,
00

0

23
,3
62

,5
00

25
,2
00

,0
00

3,
36

0,
00

0

2,
94

0,
00

0

7,
87

5,
00

0

7,
56

0,
00

0

契
約
方
法
等

指
名
競
争
入
札

〃〃〃〃 〃〃〃 〃〃

忠
別
ダ
ム
天
人
峡
旭
岳
線
駐
車
帯
整
備
工
事

１
丁
目
道
路
高
質
空
間
整
備
工
事

大
雪
旭
岳
源
水
給
水
口
増
設
等
工
事

東
川
町
学
校
教
育
施
設（
中
学
校
）耐
震
実
施
設
計
委
託
業
務

東
川
町
学
校
教
育
施
設（
小
学
校
）耐
震
実
施
設
計
委
託
業
務

第
３
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー
外
構（
進
入
道
路
）実
施
設
計
委
託
業
務

第
３
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー
建
設
基
本
、実
施
設
計
委
託
業
務

西
10
号
道
路
実
施
設
計
委
託
業
務

西
10
号
道
路
補
償
費
算
定
委
託
業
務

大
雪
旭
岳
源
水
ト
イ
レ
新
築
工
事

スト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
施
設
整
備
工
事

旧
消
防
庁
舎
外
部
塗
装
工
事

〃〃

入
札
日

5月
27
日

6月
12
日

請
け
負
い
業
者

㈱
中
原
建
築
設
計
事
務
所

㈱
柴
滝
建
築
設
計
事
務
所

五
大
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

㈱
富
居
建
築
設
計
事
務
所

松
井
組
工
建
㈱

花
本
建
設
㈱

松
井
組
工
建
㈱

旭
川
設
計
測
量
㈱

㈱
ズ
コ
ー
シ
ャ

松
井
組
工
建
㈱

㈲
谷
地
建
設

㈱
藤
田
組

請
負
価
格

（
税
込
み
、円
）

13
,1
25

,0
00

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

試 験 日 　 ９ 月 2
0 日 （ 日 ）

試 験 会 場 　 旭 川 大 学

申 込 書 の 配 布 　 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） か

　 ら 上 川 管 内 す べ て の 町 村 役 場 及

　 び 各 町 村 に 所 在 す る 消 防 署 支 署 、

　 管 内 町 村 会 事 務 局 。

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 総 務 室

　 正 午

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 ミ ニ 講 話 「 野 菜 い っ ぱ い ク

　 ッ キ ン グ 」 、 調 理 実 習 、 試 食

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン 、 三

　 角 巾 （ 親 子 と も ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 保 健 指

　 導 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

　 ５ ）

 企 画 総 務 課 か ら

2
2
年 度 町 職 員 （ 一 般 職 ） を 募 集

し ま す

　 2
2 年 度 採 用 の 町 職 員 採 用 試 験 は 、

上 川 管 内 統 一 試 験 と し て 次 の 要 領

で 行 い ま す 。

職 種 　 一 般 職 員 （ 男 女 と も 学 歴 は

　 問 わ ず ）

人 員 　 若 干 名

受 験 資 格 　 ① 高 校 卒 （ １ ９ ８ ７

（ 昭 和 6
2 ） 年 4 月 2 日 か ら １ ９

９ ２ （ 平 成 ４ ） 年 ４ 月 1 日 ま で

生 ま れ ） で 、 高 等 学 校 卒 業 程 度

の 学 力 を 有 す る 方 。 専 門 学 校 ま

た は 短 期 大 学 を ２ ０ ０ ６ （ 平 成

1
8 ） 年 か ら 今 年 （ 同 2
1 ） 年 ３ 月

に 卒 業 し た 方 及 び 来 年 ３ 月 に 卒

業 見 込 み の 方 ② 大 学 卒 （ ２ ０ ０

６ （ 同 1
8 ） 年 か ら 今 年 （ 同 2
1 ）

年 ３ 月 に 卒 業 さ れ た 方 及 び 来 年

３ 月 に 卒 業 見 込 み の 方 。

受 付 期 間 　 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） か ら ８

　 月 ７ 日 （ 金 ） ま で

「 栄 養 教 室 」 で 食 事 か ら 健 康 に

　 不 適 切 な 食 事 、 運 動 不 足 な ど か

ら 生 活 習 慣 病 が 年 々 増 加 し て い ま

す 。 「 自 分 の 健 康 は 自 分 で 守 る 」

事 が 大 切 で す 。 身 近 な 材 料 を 使 っ

て 、 健 康 料 理 を 心 が け ま し ょ う 。

バ ラ ン ス 、 味 付 け な ど を 覚 え 、 食

生 活 の 見 直 し と 健 康 を 考 え ま し ょ

う （ 希 望 す る 方 は 食 生 活 改 善 推 進

員 と な る 単 位 を 取 る こ と が で き ま

す ） 。

対 象 　 町 民 の 方 は ど な た で も

日 時 　 ７ 月 2
3 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 午 後 １ 時 ご ろ ま で

場 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー

内 容 　 講 話 「 食 生 活 チ ェ ッ ク 〜 食

　 べ 方 を 振 り 返 っ て み よ う 」 、 調

　 理 実 習 、 試 食 （ 希 望 者 は 体 脂 肪

　 測 定 も ）

持 ち 物 　 筆 記 道 具 、 エ プ ロ ン ・ 三

　 角 巾 （ 食 材 料 の 一 部 １ ０ ０ 円 を

　 自 己 負 担 ）

申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ 　 保 健 指

　 導 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ５ ０

　 ５ ）

「 元 気 っ 子 ク ッ キ ン グ 」 の 参 加

者 を 募 集

　 食 べ 物 は 子 供 の 成 長 に 大 切 で す 。

苦 手 な も の で も お い し く 食 べ ら れ

る 献 立 を 作 り ま し ょ う 。

対 象 　 お お む ね ２ 歳 半 以 上 の 幼 児

　 と お 母 さ ん （ お 父 さ ん も 大 歓 迎 ）

日 時 　 ７ 月 ９ 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 ☎ 8
2 | ２ １ １ １

2
2
年 度 上 川 支 庁 管 内 町 村 職 員 採

用 資 格 試 験 の 説 明 会 を 開 き ま す

　 9 月 2
0 日 （ 日 ） に 行 わ れ る 2
2 年

度 町 村 職 員 採 用 資 格 試 験 に つ い て 、

次 の と お り 説 明 会 を 開 催 し ま す 。

「 子 育 て 講 座 」 を 開 き ま す

   子 育 て 中 の お 母 さ ん 、 体 を 動 か

し て 日 ご ろ の ス ト レ ス を 発 散 し ま

せ ん か ？

対 象 　 家 庭 の 親 子

日 時 　 ７ 月 ３ 日 （ 金 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午

内 容 　 ミ ニ バ レ ー

場 所 　 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

持 ち 物 　 上 靴 （ 親 子 ） 、 飲 み 物 、

　 タ オ ル

参 加 人 数 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 、 お

　 子 さ ん は お 母 さ ん 同 士 で 託 児 し

　 ま す ） 。  

  

救 急 講 習 会 の お 知 ら せ

　 幼 児 に 多 い け が な ど 、 万 一 の 事

故 に 備 え て 応 急 手 当 と Ａ Ｅ Ｄ （ 自

動 体 外 式 除 細 動 器 ） を 使 っ た 救 急

心 肺 蘇 生 （ そ せ い ） 法 の 実 技 講 習

を 開 き ま す 。

対 象 　 零 歳 以 上 の お 子 さ ん の 保 護

　 者
日 時 　 ７ 月 1
6 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 同 1
1 時 半

内 容 　 幼 児 に 多 い 事 故 の 対 処 と 実

　 技 講 習

講 師 　 大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署 救 急

　 救 命 士

場 所 　 子 育 て 支 援 セ ン タ ー  プ レ

　 イ ル ー ム

人 数 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

　 日 （ 月 ） 〜 ８ 月 ７ 日 （ 金 ）

そ の 他 　 申 し 込 み 書 は ７ 月 ６ 日

（ 月 ） か ら 大 雪 地 区 広 域 連 合 事

務 局 、 役 場 企 画 総 務 課 で お 渡 し

し ま す 。 受 験 資 格 等 は 、 申 し 込

み 書 に 併 せ て お 渡 し す る 「 試 験

案 内 」 で ご 確 認 く だ さ い 。

お 問 い 合 わ せ 　 企 画 総 務 室 （ 直 通 ）

　 ☎ 8
2 | ３ ６ ９ ７

1
2
日 か ら 全 町 草 刈 り 期 間 ス タ ー

ト ― 美 し い 景 観 の 町 づ く り に ご

協 力 を

都 市 建 設 課

　 観 光 シ ー ズ ン に 入 っ た 町 内 の 美

し い 景 観 を 保 ち 、 病 害 虫 発 生 の 予

防 の た め 、 町 内 一 丸 で き れ い な 環

境 づ く り に 努 め ま し ょ う 。

　 町 で は 、 特 に 観 光 シ ー ズ ン 最 盛

期 に 入 る ７ 月 1
2 日 か ら 同 月 2
5 日 ま

で の 期 間 を 「 全 町 草 刈 り デ ー 」 実

施 期 間 と し て 設 定 し ま し た 。 き れ

い な 環 境 づ く り の た め 、 身 の 回 り

の 宅 地 、 敷 地 の 草 刈 り に ご 協 力 を

お 願 い し ま す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 公 共 施 設 管 理 室

☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ３ ８ ）

 子 育 て 支 援 セ ン タ ー か ら

　 申 し 込 み ・ お 問 い 合 わ せ は 地 域

子 育 て 支 援 セ ン タ ー ☎ 8
2 | ５ １ ０

０     

　 者 ） 、 学 校 関 係 者 な ど 。

2
2
年 度 消 防 職 員 を 募 集 し ま す

大 雪 消 防 組 合 東 消 防 署

　 2
2 年 度 職 員 採 用 試 験 （ 一 次 試 験 ）

を 『 上 川 支 庁 管 内 町 村 職 員 採 用 資

格 試 験 』 の 要 領 で 次 の と お り 実 施

し ま す 。 申 し 込 み 先 は 東 神 楽 町 役

場 総 務 企 画 課 で す 。

職 種 ・ 人 員 　 消 防 職 １ 人 （ 大 雪 消

　 防 組 合 の 採 用 ）

試 験 日 　 9 月 2
0 日 （ 日 ）

試 験 会 場 　 旭 川 大 学

申 込 書 の 配 布 、 受 付 期 間 　 ７ 月 6

日 （ 月 ） 〜 ８ 月 ７ 日 （ 金 ） 、 東

神 楽 町 役 場 総 務 企 画 課 、 大 雪 消

防 組 合 東 消 防 署 で 配 布 し ま す

（ 受 験 資 格 等 は 、 申 込 書 に 併 せ

て お 渡 し す る 試 験 案 内 で ご 確 認

く だ さ い ） 。

2
2
年 度 の 大 雪 地 区 広 域 連 合 職 員

を 募 集 し ま す

大 雪 地 区 広 域 連 合

　 大 雪 地 区 広 域 連 合 で は 、 2
2 年 度

職 員 採 用 試 験 （ 第 １ 次 試 験 ） を

「 上 川 支 庁 管 内 町 村 職 員 採 用 資 格

試 験 」 に よ っ て 実 施 し ま す 。

職 種 　 一 般 職 （ 男 女 と も 学 歴 は 問

　 わ ず ）

人 員 　 若 干 名

試 験 日 　 ９ 月 2
0 日 （ 日 ）

試 験 会 場 　 旭 川 大 学

申 込 書 の 配 布 、 受 付 期 間 　 ７ 月 ６
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日 時 　 ７ 月 1
1 日 （ 土 ） 午 後 ２ 時 か

　 ら
場 所 　 旭 川 市 勤 労 者 福 祉 会 館 大 会

　 議 室 （ 旭 川 市 ６ 条 通 ４ 丁 目 ） ☎

　 2
6 | １ ３ ０ ４

対 象 　 町 村 役 場 の 仕 事 に 興 味 の あ
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

　 を 得 て い る 農 用 地 で す 。 1
0 ㌃ 当

　 た り 交 付 単 価 は 、 １ ０ ０ 分 の １

　 以 上 の 緩 傾 斜 の 農 用 地 （ 田 ） で

　 ８ 千 円 、 2
0 分 の １ 以 上 の 急 傾 斜

　 農 用 地 で ２ 万 １ 千 円 に な っ て い

　 る 。

▼ 対 象 行 為 、 事 業 実 施 内 容

　 　 協 定 に よ る 共 同 取 り 組 み 活 動

　 を 通 じ て 、 耕 作 放 棄 地 を 防 止 す

　 る 観 点 か ら 管 理 運 営 費 を 除 く 交

　 東 川 町 中 山 間 制 度 推 進 協 議 会

（ 菊 地 正 晃 会 長 、 事 務 局 ・ 町 産 業

振 興 課 農 林 振 興 室 ） は こ の ほ ど 、

「 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 制 度 交 付

金 」 事 業 の 昨 年 度 実 施 事 業 結 果 を

ま と め ま し た 。

　 平 地 と 中 山 間 地 帯 の 農 地 の 生 産

条 件 格 差 を 埋 め 、 農 業 生 産 を 維 持

す る な ど の た め 、 農 業 者 に 直 接 払

い を 行 う 事 業 で す 。 本 町 で は 、 同

協 議 会 が 中 心 と な っ て 平 成 1
7 年 度

か ら ５ 年 間 の 予 定 で 取 り 組 み を し

て い ま す 。

▼ 対 象 地 域

　 　 地 域 振 興 ５ 法 地 域 で す 。 本 町

　 は 該 当 し ま せ ん が 、 農 林 統 計 上

　 の 中 間 地 域 で あ る め 、

　 特 認 地 域 と し て 対 象

　 に な っ て い ま す 。

▼ 対 象 者 、 集 落 の 概 要

　 　 集 落 協 定 に 基 づ き 、

　 ５ 年 以 上 継 続 し て 農

　 業 生 産 活 動 を 行 う 農

　 業 者 等 で す 。 本 町 で

　 は 、 全 町 を １ つ の 集

　 落 と し て 集 落 協 定 を

　 締 結 し て い ま す 。

▼ 対 象 農 用 地 及 び 交 付

　 額

　 　 １ ０ ０ 分 の １ 以 上

　 の 傾 斜 及 び １ ㌶ 以 上

　 の ま と ま り の あ る 面

　 積 （ 団 地 ） を 有 し 、

　 か つ 耕 作 者 等 の 同 意

「 ふ れ 愛 の 郷 」 見 学 会 を し ま す

　 大 型 バ ス に 乗 っ て 旭 川 福 祉 専 門

学 校 ふ れ 愛 の 郷 に 見 学 に 行 き ま

す 。 保 育 学 科 の 学 生 さ ん と 一 緒 に

遊 び ま し ょ う 。

対 象 　 家 庭 の 親 子

日 時 　 ７ 月 ９ 日 （ 木 ） 午 前 1
0 時 〜

　 正 午 （ 午 前 ９ 時 5
0 分 、 幼 児 セ ン

　 タ ー 正 面 玄 関 前 集 合 ）

場 所 　 旭 川 福 祉 専 門 学 校 「 ふ れ 愛

　 の 郷 」

人 数 　 1
5 組 程 度 （ 要 予 約 ）

「 中 山 間 地 域 等 支 払 制 度 交 付 金 」

事 業 の ご 報 告
中 山 間 制 度 推 進 協 議 会

　 付 金 の 全 額 を 共 同 取 り 組 み 活 動

　 費 お よ び 個 人 配 分 に 当 て て い ま

　 す 。

　 　 具 体 的 な 取 り 組 み は 毎 年 集 落

　 で 検 討 し 、 交 付 金 の 使 い 道 も 協

　 定 参 加 者 に よ っ て 決 定 さ れ ま す

　 （ 別 表 ） 。

▼ 事 業 費 の 負 担 割 合

　 　 地 域 振 興 ５ 法 の 指 定 地 域 は 、

　 国 ２ 分 の １ 、 道 と 町 が そ れ ぞ れ

　 ４ 分 の １ で す 。 本 町 は 特 認 地 域

　 の た め 、 国 、 道 、 町 が 各 ３ 分 の

　 １ ず つ 負 担 し て い ま す 。

　「
写
真
の
町
」ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
は
、東
川
町
を
応
援
す
る
町
の
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
す
。

町
へ
の
投
資（
寄
付
）に
よ
っ
て
町
の
株
主
に
な
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

友
人
、知
人
、親
類
な
ど
、東
川
町
を
応
援
し
た
い
と
い
う
方
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
サ
ポ
ー
ト
が
東
川
町
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未
来
を
育
て
ま
す
。
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担
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・
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、大
角
）☎
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投
資
い
た
だ
く
前
に
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。申
込
書
の
送
付
依
頼
を
す
る
か
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
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■
株
主
に
な
る
方
法
は？

対
象
と
な
る４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
クト
の
実
施
事
業
の
中
か
ら
、あ

な
た
が
投
資
し
た
い
事
業
を
選
び
、１
株
1,
00
0円
以
上
の
投

資
で
町
の
株
主
に
な
り
ま
す（
こ
の
制
度
に
よ
る
投
資
は
、寄

付
とし
て
扱
わ
れ
ま
す
。寄
付
金
税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
）。

【
4つ
のプ
ロ
ジェ
クト
、5
つ
の
事
業
】

●
写
真
文
化
を
守
り
育
て
る「
写
真
の
町
プ
ロ
ジ
ェ
クト
」

●
時
代
を
築
く子
供
た
ち
を
育
成
す
る「
こど
もプ
ロ
ジ
ェ
クト
」

●
水
資
源
と
地
球
環
境
を
守
る「
ec
oプ
ロ
ジ
ェ
クト
」

●
イイ
コト
に
貢
献
す
る「
イイ
コト
プ
ロ
ジ
ェ
クト
」

■
投
資
状
況
は？
　

○
株
主
数

○
投
資
金
額

□「
写
真
の
町
プ
ロ
ジェ
クト
」

　
・
写
真
の
町
整
備
事
業

　
・
オ
ー
ナ
ーズ
ハウ
ス

□「
こど
もプ
ロ
ジェ
クト
」

■「
ec
oプ
ロ
ジェ
クト
」

■「
イイ
コト
プ
ロ
ジェ
クト

47
2人
（
6月
12
日
現
在
）

12
,5
31
,0
00
円

5,
78
9,
00
0円

1,
54
2,
00
0円

81
8,
00
0円

3,
13
5,
00
0円

1,
24
7,
00
0円

※
各
事
業
の
う
ち
■
の
プ
ロ
ジ
ェ
クト
は
、目
標
金
額
を
達
成

し
た
た
め
、本
年
度
中
に
事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。達
成

さ
れ
た
事
業
に
も
引
き
続
き
投
資
で
き
ま
す
。

町
の
株
主
を
募
集
し
て
い
ま
す
‼

『
写
真
の
町
』ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度

■
株
主
に
な
ると
？

○
株
主
証
の
発
行

　
　「
写
真
の
町
」ひ
が
し
か
わ
株
主
証
を
発
行
し
ま
す
。

○
株
主
優
待
が
あ
りま
す
。

　
　
前
１
年
間
に
１
万
円
以
上
投
資
い
た
だ
い
た
株
主
の
方
 

　
に
、毎
年
１
月
下
旬
ご
ろ
東
川
産
品
の
株
主
優
待
ご
案
内

　
を
差
し
上
げ
、５
月
中
旬
ご
ろ
に
優
待
商
品
を
お
届
け
し
ま

　
す
。

【
株
主
優
待
基
準
】

　
町
の
公
共
施
設
の
町
民
価
格
利
用
、キ
トウ
シ
森
林
公
園

の
貸
し
別
荘
ケ
ビ
ン
の
優
待
利
用
な
ど
の
特
典
が
あ
りま
す
。

※
株
と
は
東
川
町
に
対
す
る
社
会
貢
献
を
表
す
単
位
で
す
。

当
該
年
取
得
株
数

優
待

商
品

10
株
(1
万
円
)以
上

金
額
区
分
に
応
じ
た
優
待

※
1回
の
投
資
額
が
10
株
に
満
た
な
い
場

合
で
も
、通
算
保
有
で
10
株
を
超
え
た
時

に
初
回
の
み
対
象
と
な
りま
す
。

30
株
(3
万
円
)以
上

50
株
(5
万
円
)以
上

中
山
間
制
度
推
進
協
議
会
の
事
業
概
要
（
平
成
20
年
度
）
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く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

く ら し ・ ネ ッ ト ワ ー ク

ど う か を い つ も 確 認 し ま し ょ う 。

東 川 サ ッ カ ー 少 年 団 、 全 道 大 会

進 出 の 初 快 挙

　 第 ６ 回 全 道 少 年 （ Ｕ | 1
0 ） ８

人 制 サ ッ カ ー 大 会 北 北 海 道 大 会 旭

川 地 区 予 選 決 勝 リ ー グ 戦 が ６ 月 ６ 、

７ の 両 日 、 旭 川 市 内 の 日 本 製 紙 グ

ラ ウ ン ド ほ か で 行 わ れ 、 東 川 サ ッ

カ ー 少 年 団 は Ｉ ブ ロ ッ ク 決 勝 戦

（ ４ 年 生 大 会 ） に 出 場 。 勝 ち 点 ９

で 優 勝 し 、 ７ 月 に 帯 広 で 開 催 の 全

道 大 会 に 初 出 場 を 果 た し ま し た 。

　 同 大 会 は 1
2 ブ ロ ッ ク に 分 か れ て

リ ー グ 戦 を 行 い 、 旭 川 市 内 の 大 町 、

忠 和 、 末 広 北 の ３ チ ー ム も 全 道 進

出 を 決 め ま し た 。

ご み の 焼 却 苦 情 が 相 次 い で い ま

す
　 ご み を 個 人 的 に 焼 却 す る 行 為 は

禁 止 さ れ て い ま す 。 ス ト ー ブ な ど

で ご み を 焼 却 し た 場 合 も 同 様 で 、

５ 年 以 下 の 懲 役 ま た は １ 千 万 円 以

下 の 罰 金 を 科 せ ら れ ま す 。

　 ご み の 野 焼 き 、 ド ラ ム 缶 や 簡 易

焼 却 炉 を 使 っ て 「 深 夜 や 早 朝 に 焼

却 を し て い る 」 な ど 、 町 の 窓 口 に

は 黒 煙 や 悪 臭 、 焼 却 灰 の 飛 散 な ど

に 対 す る 苦 情 が な く な り ま せ ん 。

　 近 年 問 題 に な っ て い る 地 球 温 暖

化 （ 二 酸 化 炭 素 ガ ス の 排 出 ） を 自

分 か ら 出 さ な い 、 そ し て 自 分 の 生

活 環 境 や 健 康 を 守 り 、 周 囲 の 住 み

良 い 環 境 を 守 る た め 、 勝 手 な ご み

の 焼 却 、 野 焼 き は 絶 対 に 止 め ま し

ょ う 。

ペ ッ ト の 飼 育 マ ナ ー を 守 り ま し

ょ う

　 ペ ッ ト と し て 犬 を 飼 育 し て い る

方 は 、 飼 い 方 の マ ナ ー を き ち ん と

守 り ま し ょ う 。

　 犬 を 放 し 飼 い に し て 付 近 の 住 民

に 不 安 感 や 危 険 な 感 情 を 与 え な い

よ う に し ま し ょ う 。

　 散 歩 さ せ る 時 は 、 飼 い 主 の 義 務

と し て 、 フ ン を 持 ち 帰 る た め の 袋

を 必 ず 持 ち 歩 き 、 フ ン は 必 ず 自 ら

持 ち 帰 り ま し ょ う 。

　 屋 外 で 飼 う 場 合 は 、 リ ー ド や 鎖 、

首 輪 が 外 れ や す く な っ て い な い か

中 山 間 協 の 会 員 農 家 の 指 導 で 幼

児 た ち が 畑 の 種 ま き

　 ５ 月 2
2 日 、 幼 児 セ ン タ ー の 子 供

た ち が 体 験 農 園 で 畑 の 種 ま き を し

ま し た 。

　 東 川 町 中 山 間 制 度 推 進 協 議 会

（ 菊 地 正 晃 会 長 ） に 加 盟 し て い る

農 家 の 皆 さ ん が 毎 年 ボ ラ ン テ ィ ア

で 畑 作 業 を 手 伝 っ て い ま す 。 子 供

た ち は 「 た く さ ん 取 れ て 豊 作 に な

あ れ 」 と 豊 作 の 願 い を 込 め 、 先 生

と 一 緒 に ト ウ モ ロ コ シ 、 ジ ャ ガ 芋 、

カ ボ チ ャ な ど の 種 を 植 え ま し た 。

　 幼 児 セ ン タ ー で は ９ 月 中 旬 以 降 、

収 穫 祭 を 予 定 し て い ま す 。

 地 域 活 性 課 か ら

　 お 問 い 合 わ せ は 地 域 づ く り 推 進

室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ （ 内 線 ２ ６ ２ ）

「 遊 ｉ ｎ ｇ 忠 別 」 の 新 規 会 員 を

募 集 し ま す
忠 別 ダ ム 水 源 地 域 ビ ジ ョ ン

「 遊 ｉ ｎ ｇ 忠 別 」

　 忠 別 ダ ム 水 源 地 域 ビ ジ ョ ン 「 遊

ｉ ｎ ｇ 忠 別 」 （ 鈴 木 健 治 代 表 ） で

は 、 新 規 会 員 を 募 集 し ま す 。

　 忠 別 ダ ム の 水 資 源 供 用 地 域 で あ

る 旭 川 、 東 神 楽 、 東 川 、 美 瑛 の １

市 ３ 町 に 住 む 住 民 を 対 象 に 、 地 域

活 性 化 、 環 境 保 全 な ど の ボ ラ ン テ

ィ ア 活 動 な ど を 行 う も の で す 。

　 会 費 は 個 人 千 ５ ０ ０ 円 、 団 体 ３

千 円 （ い ず れ も 年 会 費 ） 。 締 め 切

り は ７ 月 末 日 。

　 お 問 い 合 わ せ は 事 務 局 長 の 小 坂

さ ん ☎ ０ ９ ０ | ５ ９ ５ ７ | １ ０ ８

７
ト ラ イ ア ス ロ ン 大 会 の ス ポ ー ツ

ボ ラ ン テ ィ ア を 募 っ て い ま す

大 雪 山 忠 別 湖 ト ラ イ ア ス ロ ン

実 行 委 員 会

　 ８ 月 ９ 日 、 忠 別 湖 で 開 催 予 定 の

「 第 ３ 回 大 雪 山 忠 別 湖 ト ラ イ ア ス

ロ ン 　 ｉ ｎ 　 ひ が し か わ 」 を サ ポ

ー ト す る ス ポ ー ツ ボ ラ ン テ ィ ア を

募 っ て い ま す 。

　 地 元 住 民 手 づ く り の 大 会 ス タ ッ

フ と し て 運 営 を サ ポ ー ト し 、 応 援

し て く れ る 多 く の 方 を 募 集 し ま す 。

中 学 生 以 上 な ら ど な た で も Ｏ Ｋ 。

参 加 選 手 へ の コ ー ス 途 中 の 給 水 所

要 員 、 コ ー ス 誘 導 係 員 な ど と し て

　 （ 受 け 付 け 中 ）

　 〔 女 子 〕 ８ 月 １ 日 〜 ９ 月 1
1 日

お 問 い 合 わ せ 　 自 衛 隊 旭 川 地 方 協

　 力 本 部 南 地 区 隊 ☎ 2
2 | ０ ６ ４ ８ 、

　 役 場 総 務 室 ☎ 8
2 | ２ １ １ １ 、 募

　 集 相 談 員 の 小 野 利 昌 さ ん （ 西 7

　 号 北 2
5 ） ☎ 8
2 | ３ ７ ３ ７

要 注 意 、 食 中 毒 が 多 発 す る 季 節

で す

上 川 保 健 所

　 食 中 毒 が 発 生 し や す い 季 節 で す 。

食 品 衛 生 を 心 が け ま し ょ う 。 お 問

い 合 わ せ は 生 活 衛 生 課 （ 食 品 保 健 ）

☎ 4
6 | ５ ９ ９ ５

▼ 家 庭 で の 心 得 　 ① 調 理 前 、 食 事

前 、 用 便 後 は 手 を 良 く 洗 い ま し ょ

う ② 台 所 は 整 理 整 頓 し 常 に 清 潔 に

③ ま な 板 、 ふ き ん な ど 、 調 理 器 具

は 良 く 洗 っ て 乾 燥 さ せ ま し ょ う ④

ハ エ 、 ゴ キ ブ リ な ど の 害 虫 は 定 期

的 に 駆 除 し ま し ょ う ⑤ 魚 介 類 は よ

く 水 洗 い し 手 調 理 し ま し ょ う

▼ 食 品 営 業 者 は 自 主 点 検 し ま し ょ

う 　 ① 清 潔 な 施 設 で ハ エ 、 ゴ キ ブ

リ が い な い か ② 窓 や 出 入 り 口 は 開

放 し て い な い か ③ 便 所 は 定 期 的 に

殺 虫 、 消 毒 を し て い る か ④ 冷 蔵 庫

は セ 氏 ５ 度 以 下 に な っ て い る か ⑤

冷 蔵 庫 内 の 定 期 消 毒 を し て い る か

⑥ 調 理 器 具 は 熱 湯 消 毒 、 消 毒 薬 で

定 期 的 に 消 毒 す る ⑦ 魚 介 類 は 流 水

で よ く 洗 っ て か ら 調 理 ⑧ 廃 棄 物 は

正 し く 処 理 す る

　 会 式

会 場 　 東 川 町 Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ ー

参 加 資 格 　 ミ ニ バ レ ー 愛 好 者 な ら

　 ど な た で も

参 加 料 　 千 円 （ １ 人 ）

締 め 切 り 　 ７ 月 ９ 日 （ 木 ） 必 着

申 し 込 み 　 申 し 込 み 用 紙 で Ｂ ＆ Ｇ

　 海 洋 セ ン タ ー 、 ま た は 事 務 局

（ 大 城 さ ん ☎ 8
2 | ３ ５ ４ ２ ） ま で

自 衛 官 募 集 の お 知 ら せ
企 画 総 務 課

◇ 平 成 2
2 年 ３ 、 ４ 月 採 用 自 衛 官 の

採 用 試 験 を 行 い ま す 。

▼ 一 般 曹 候 補 学 生

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 平 成 2
2 年

　 ４ 月 １ 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
7 歳 未 満

　 の 者

期 日 　 ９ 月 1
9 日 （ 第 １ 次 ） 、 1
0 月

　 ８ 〜 1
5 日 ま で の 間 の 指 定 す る 日

　 （ 第 ２ 次 ） ＝ 男 女 と も

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

受 付 期 間   ８ 月 １ 日 〜 ９ 月 1
1 日

▼ ２ 等 陸 ・ 海 ・ 空 士

資 格 　 日 本 国 籍 を 有 し 、 平 成 2
2 年

　 ４ 月 １ 日 現 在 1
8 歳 以 上 2
7 歳 未 満

　 の 者

期 日 　 〔 男 子 〕 ９ 月 2
2 、 2
5 日 の い

ず れ か １ 日 （ 予 定 ）

　 〔 女 子 〕 ９ 月 2
8 日

会 場 　 陸 上 自 衛 隊 旭 川 駐 屯 地 （ 旭

　 川 市 春 光 町 ）

受 付 期 間 　 〔 男 子 〕 ９ 月 1
1 日 ま で

ト ポ イ ン ト 賞 も あ り ま す 。

　 対 象 は 旭 川 市 、 鷹 栖 町 、 東 神 楽

町 、 当 麻 町 、 比 布 町 、 愛 別 町 、 上

川 町 、 東 川 町 、 美 瑛 町 の １ 市 ８ 町

内 エ リ ア 。

　 応 募 用 紙 を 兼 ね た パ ン フ レ ッ ト

は 、 旭 川 空 港 、 道 の 駅 、 レ ン タ カ

ー 会 社 （ 旭 川 空 港 前 、 Ｊ Ｒ 旭 川 駅

前 ） 、 旭 川 合 同 庁 舎 （ 旭 川 市 宮

前 ） 、 上 川 合 同 庁 舎 （ 旭 川 市 永 山 ）

に 置 い て い ま す 。

　 お 問 い 合 わ せ は ラ リ ー 実 行 委 事

務 局 （ 上 川 支 庁 地 域 政 策 課 内 ） ☎

4
6 | ５ ９ １ ４ （ 土 、 日 、 祝 日 は 除

く ）
ミ ニ バ レ ー 大 会 の 出 場 者 募 集

東 川 町 ミ ニ バ レ ー 協 会

　 第 1
8 回 東 川 ミ ニ バ レ ー 協 会 長 杯

ミ ニ バ レ ー 大 会 の 出 場 チ ー ム を 募

集 し ま す 。

　 １ チ ー ム ６ 人 以 内 。 種 目 は ① 混

成 4
0 歳 未 満 ② 混 成 4
0 歳 以 上 ③ 混 成

5
0 歳 以 上 ④ 女 子 ― の ４ 種 （ 年 齢 は

大 会 当 日 の 満 年 齢 ） 。 全 日 本 ミ ニ

バ レ ー 協 会 オ フ ィ シ ャ ル ル ー ル で

ゲ ー ム を 行 い ま す 。

　 当 日 は 昼 食 用 の 弁 当 を １ 個 ６ ０

０ 円 で 斡 旋 し ま す 。 希 望 者 は 参 加

申 し 込 み 時 に お 申 し 出 く だ さ い 。

申 し 込 み 用 紙 は Ｂ ＆ Ｇ 海 洋 セ ン タ

ー に あ り ま す 。

日 時 　 ７ 月 2
6 日 （ 日 ） 午 前 ８ 時 5
0

　 分 か ら 受 け 付 け 、 同 ９ 時 1
0 分 開

大 会 を 支 え て い た だ き ま す 。

　 担 当 時 間 は 、 大 会 当 日 の 午 前 ７

時 か ら 午 後 ３ 時 ま で の 希 望 す る 時

間 帯 （ 担 当 場 所 に よ っ て 開 始 時 間

と 終 了 時 間 が 違 い ま す ） 。 当 日 は

ス タ ッ フ Ｔ シ ャ ツ 、 昼 食 の 支 給 が

あ り ま す 。 お 問 い 合 わ せ 、 お 申 し

込 み は 、 事 務 局 の 前 田 さ ん ☎ ０ ９

０ | ６ ６ ９ ７ | ９ ７ ６ １

http://chubetsuko-tri.com/ の 応 募

フ ォ ー ム で も 受 け 付 け て い ま す 。  

  

「 大 雪 カ ム イ ミ ン タ ラ ・ ス タ ン

プ ラ リ ー 」 開 催

カ ム イ ミ ン タ ラ ・ ス タ ン プ ラ リ ー

実 行 委 員 会

　 ７ 月 1
8 日 （ 土 ） か ら ９ 月 2
3 日

（ 水 ） ま で 、 「 大 雪 カ ム イ ミ ン タ

ラ ・ ス タ ン プ ラ リ ー 」 を 開 き ま す 。

　 エ リ ア 内 の 観 光 ス ポ ッ ト 、 温 泉

な ど 宿 泊 施 設 １ １ ３ カ 所 の ス タ ン

プ ポ イ ン ト を 回 っ て 、 専 用 用 紙 に

ス タ ン プ ３ 個 を 押 し 、 実 行 委 事 務

局 に 応 募 す れ ば 、 Ａ 賞 ・ 韓 国 ア シ

ア ナ 航 空 「 旭 川 | ソ ウ ル 」 便 往 復

航 空 券 （ １ 人 ） 、 Ｂ 賞 ・ 日 本 航 空

「 旭 川 | 東 京 」 往 復 航 空 券 （ １

人 ） 、 Ｃ 賞 ・ 商 船 三 井 フ ェ リ ー

「 苫 小 牧 ― 大 洗 」 デ ラ ッ ク ス ル ー

ム ペ ア 往 復 乗 船 券 （ 乗 用 車 1 台 分

１ 人 ） な ど ９ つ の 賞 品 が 当 た る チ

ャ ン ス 。

　 限 定 ス イ ー ツ 、 特 産 品 詰 め 合 わ

せ が 当 た る Ｗ チ ャ ン ス 賞 、 イ ベ ン
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ち
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23
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(木
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午
前
10
時
半
～
同
11
時
半

ば
し
ょ
：
文
化
交
流
館
絵
本
ル
ー
ム

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
後
半
は
、
親
子
で

自
由
に
絵
本
を
楽
し
ん
だ
り
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
し
ま
す
。

☆
年
齢
に
関
係
な
く
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
会
費
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
不
要
）

東
川
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町
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通
安
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会
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西
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志
比
内
駐
在
所

◎
防
ご
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子
供
と
高
齢
者
の
事
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危
な
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事
故

◎
正
し
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べ
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の
座
席
で
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7
/1
7（
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）～
7
/2
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日
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夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動

夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動

夏
の
全
国
交
通
安
全
運
動

お
問
い
合
わ
せ
／
「
お
は
な
し
の
会
ピ
ッ
ピ
」
三
戸
部
さ
ん
☎
82
－
52
78

Ｎ Ｈ Ｋ 衛 星 テ レ ビ 番 組 に 東 川 高

校 写 真 部 の 生 徒 作 品 が 登 場

　 Ｎ Ｈ Ｋ テ レ ビ の 衛 星 放 送 、 Ｂ Ｓ

２ 、 Ｂ Ｓ Ｈ Ｉ の 番 組 「 フ ォ ト ５ ７

５ 」 の 「 フ ォ ト ギ ャ ラ リ ー ・ コ ー

ナ ー 」 で 、 東 川 高 校 写 真 部 の 生 徒

作 品 が 全 国 に 紹 介 さ れ る こ と に な

り ま し た 。

　 放 送 日 時 は 、 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） か

ら ９ 日 （ 木 ） ま で ４ 日 間 。
「
青
春
キ
ャ
ッ
チ
5・
7・
5」（
平
成

20
年
度
入
選
作
品
）

大
　賞
悩
み
ご
と
　
友
と
話
せ
ば
　
笑
い
ご
と
（
高
校
生
の
部
　
及
川
　
誠
）

少 年 審 判 の 傍 聴 、 審 判 状 況 の 説

明 を 受 け る こ と が 出 来 ま す

旭 川 家 庭 裁 判 所

　 少 年 が 引 き 起 こ し た 犯 罪 、 交 通

事 故 な ど で 被 害 を 受 け た 方 が 亡 く

な り 、 ま た は 生 命 に 重 大 な 危 険 を

生 じ さ せ る 傷 害 を 負 っ た 場 合 、 被

害 者 や 関 係 者 が 少 年 審 判 を 直 接 傍

聴 出 来 る よ う に な り ま し た 。

　 昨 年 1
2 月 1
5 日 か ら 制 度 新 設 さ れ

ま し た 。 被 害 を 受 け た 方 、 ご 遺 族

な ど 関 係 者 は 、 申 し 出 に よ っ て 審

判 状 況 の 説 明 を 受 け る こ と が 出 来

ま す 。 ま た 審 判 の 傍 聴 が 許 さ れ る

場 合 も あ り ま す 。

　 そ の 他 の 被 害 を 受 け た 方 の た め

の 制 度 と し て 、 事 件 記 録 の 閲 覧 ・

コ ピ ー 、 被 害 者 と し て 裁 判 官 や 家

裁 調 査 官 に お 気 持 ち や 意 見 を 話 す

こ と 、 審 判 結 果 の 通 知 を 受 け る こ

と が 出 来 ま す 。

　 お 問 い 合 わ せ は 旭 川 家 庭 裁 判 所

☎ 5
1 | ６ ０ ９ １

検 察 審 査 会 は 事 件 の 不 起 訴 過 程

を 公 正 に 審 査 し ま す
旭 川 検 察 審 査 会

　 交 通 事 故 、 詐 欺 な ど 犯 罪 の 被 害

に 遭 っ た 場 合 、 ま た は 発 生 し た 事

件 に 対 し て 、 検 察 官 が 被 疑 者 、 加

害 者 を 起 訴 し な か っ た 場 合 （ 不 起

訴 処 分 ） な ど に 、 検 察 審 査 会 は そ

の 処 分 の よ し あ し を 審 査 す る 機 関

で す 。

　 審 査 員 は 1
1 人 お り 、 選 挙 権 を 持

つ 国 民 の 中 か ら 「 く じ 」 で 選 ば れ

て い ま す 。

　 事 件 の 被 害 者 、 ま た は 犯 罪 の 告

訴 、 告 発 を 行 っ た 人 が 、 検 察 官 の

不 起 訴 処 分 に 不 服 が あ る 時 、 「 申

し 立 て 」 に 基 づ い て そ の 処 分 の 審

査 を 始 め ま す 。

　 申 し 立 て が な い 場 合 で も 、 不 起

訴 事 件 を 職 権 で 取 り 上 げ 、 審 査 す

る こ と も あ り ま す 。

　 審 査 の 申 し 立 て に は 一 切 費 用 は

か か り ま せ ん 。 ま た 秘 密 は 固 く 守

ら れ ま す 。

　 ご 相 談 は 旭 川 検 察 審 査 会 （ 旭 川

地 方 裁 判 所 内 ） ☎ 5
1 | ６ ２ ９ ０

（ 直 通 ）

花 の 苗 を 寄 贈 い た だ き ま し た

教 育 委 員 会 生 涯 学 習 課

　 ６ 月 ５ 日 、 （ 有 ） 風 花 北 高 原

（ 鈴 木 拓 磨 代 表 取 締 役 ） か ら 「 農

村 環 境 改 善 セ ン タ ー を 花 で 飾 っ て

く だ さ い 」 と 花 の 苗 を 寄 贈 し て い

た だ き ま し た 。

　 教 育 委 員 会 で は 、 農 村 環 境 改 善

セ ン タ ー 玄 関 エ ン ト ラ ン ス 脇 の 花

壇 に 定 植 し ま し た 。 あ り が と う ご

ざ い ま し た 。

　 Ｂ Ｓ ２ は 、 午 前 ８ 時 か ら 同 ８ 時

1
5 分 （ 再 放 送 は 同 日 午 後 ７ 時 4
5 分

か ら 同 ８ 時 ） 、 Ｂ Ｓ Ｈ Ｉ は 、 午 前

８ 時 4
5 分 か ら 同 ９ 時 （ 再 放 送 は 同

日 午 後 1
0 時 4
5 分 か ら 同 1
1 時 ） で す 。

ど う ぞ ご 覧 く だ さ い 。

▼ 訂 正  

　 広 報 ５ 月 号 と 同 時 に 皆 さ ま に 配

布 し た 「 く ら し の べ ん り 帳 」 の 一

部 に 誤 り が あ り ま し た 。 次 の よ う

に 訂 正 い た し ま す 。

　 2
6 ペ ー ジ 「 ◆ 関 連 施 設 」 表 中 、

高 齢 者 ふ れ あ い ハ ウ ス フ ァ ミ リ ー

グ ル ー プ ホ ー ム 「 ほ の ぼ の フ ァ ミ

リ ー デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 元 気 」

の 電 話 番 号 「 8
2 | 8 1 7 2 」 は

「 8
2 | 5 5 4 5 」 の 誤 り で す 。 お

詫 び の 上 訂 正 い た し ま す 。

社 協 だ よ り

温 か い 善 意 あ り が と う ご ざ い ま す

　 ５ 月 1
6 日 か ら ６ 月 1
5 日 ま で に

社 会 福 祉 事 業 に ご 寄 付 を い た だ

き ま し た 方 は 次 の と お り で す 。

《 ご 香 典 の 返 礼 に か え て 》

2
6 区 　 　 　 　 加 藤 ニ ヂ 子 　 様

1
7 区 　 　 　 　 湯 浅 　 フ ミ 　 様

2
3 区 　 　 　 　 澤 田 　 雅 実 　 様

2
6 区 　 　 　 　 尾 上 　 君 子 　 様

５ 北 区 　 　 　 中 山 　 　 晃 　 様

１ 区 　 　 　 　 江 川 　 富 夫 　 様

今 月 の く ら し の 相 談 日 ご 案 内

　 毎 月 第 ３ 木 曜 日 午 後 １ 時 半 か

ら 同 ４ 時 ま で 、 町 民 の み な さ ん

の お 困 り 事 な ど 、 社 協 相 談 室 で

ご 相 談 に 応 じ ま す 。 今 月 の 相 談

日 と 相 談 員 は 次 の と お り で す 。

７ 月 18 日 　 大 石 久 子

写
真
の
町
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
案
内

１.
 東
川
町
文
化
ギャ
ラリ
ー

　　
東
町
１
丁
目

19
-8
　☎

82
-4

70
0

　
○
日
韓
写
真
交
流
展
、
林
忠
彦
賞
受
賞
作
品
展

　
　

6月
18
日
（
木
）
～

7月
5日
（
日
）

　
○
小
西
健
二
追
悼
写
真
展

　
　

6月
１

8日
（
木
）
～

7月
2日
（
木
）

　
○
慰
霊
祭
作
品
展

　
　

7月
3（
金
）
～

5日
（
日
）

　
○
東
京
写
真
月
間

20
09

 北
海
道
展

　
　

7月
7日
（
火
）
～
同
月

23
日
（
木
）

２.
 キ
トウ
シ
物
産
セン
タ
ー
ギャ
ラリ
ー

　　
西

5号
北

44
番
地
　☎

82
-2

63
2

　
○
キ
ト
ウ
シ
森
の
撮
影
会
写
真
展

　
　

6月
23
日
（
火
）
～

7月
2４
日
（
金
）

　
○
写
真
甲
子
園
企
画
展

　
　

7月
25
日
（
土
）

 ～
8月

31
日
（
月
）

３.
 旭
岳
ロ
ープ
ウエ
イ
　
天
空
ギャ
ラリ
ー

　　
旭
岳
温
泉
　☎

68
-9

11
1

　
○
奥
田
實
写
真
展
「
大
雪
山
」

　
　

6月
22
日
（
月
）
～

8月
31
日
（
月
）

４.
 ギ
ャラ
リー
造
形
美
術
東
川

　　
西
町

2丁
目

8-
1　
☎

82
-4

00
5

　
○
林
明
輝
写
真
展
「
大
き
な
自
然
　
大
雪
山
」

　
　

5月
20
日
（
水
）
～

7月
25
日
（
土
）

　
○
写
真
甲
子
園
企
画
展
　

　
　

7月
25
日
（
土
）
～

8月
31
日
（
土
）

５.
 フ
ォト
ギャ
ラリ
ー「
北
写
人
」

　　
東

10
号
南

2番
地
　☎

82
-4

83
8

　　
○
深
山
　
治
写
真
常
設
展

６.
 ギ
ャラ
リー
　
まる
めろ
の
木

　　
北
町

5丁
目

4-
6　
☎

82
-3

00
2

　
○
デ
ジ
・
ア
ナ
写
真
展

　
　

7月
7日
（
火
）
～

8月
2日
（
日
）

７.
 キ
トウ
シ「
森
の
ギャ
ラリ
ー
」

　　
キ
ト
ウ
シ
展
望
閣
付
近
　☎

82
-2

63
2

　
○
写
真
の
町

25
年
特
別
企
画
展

　
　
「
え
ぞ
王
国
」
森
の
写
真
展

　
　

6月
7日
（
日
）
～

10
月

18
日
（
日
）

各
種
大
会
成
績

【
卓
球
】

◆
第
６
回
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
ナ
ガ
オ
杯
争
奪
大
会
中
学
生
の
部（
６
月
７

日
・
旭
川
市
忠
和
公
園
体
育
館
）

▼
男
子
準
決
勝

三
浦
恵
斗（
広
陵
）３
－
１
袴
田
真
太
郎（
東
川
）

◆
旭
川
地
区
中
学
校
選
手
権
大
会（
５
月

30
日
・
旭
川
市
総
合
体
育

館
）
▼
男
子

1部
決
勝

東
川
３
―
１
当
麻
Ａ

【
サ
ッ
カ
ー
】

◆
全
道
少
年（
Ｕ
－

10
）８
人
制
大
会
着
た
北
海
道
大
会
旭
川
地
区
予

選（
６
月
６
、７
日
・
日
本
製
紙
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
）

▼
決
勝
リ
ー
グ
　Ｉ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
東
川

【
剣
道
】

◆
第

20
回
北
海
道
中
学
生
錬
成
大
会
旭
川
予
選
会（
６
月
７
日
・
旭
川

市
大
成
市
民
セ
ン
タ
ー
体
育
館
）＝
男
女
と
も
予
選
通
過
者

▼
男
子
　林
、原
谷
、岩
田
、丸
田（
と
も
に
東
川
）

▼
女
子
　照
井
、菅
野
、小
林
、岡
崎（
同
）

【
軟
式
野
球
】

◆
高
松
宮
杯
２
部
大
会
旭
川
支
部
予
選（
５
月

30
、3

1日
・
旭
川
市
花

咲
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
決
勝

環
境
福
祉
専
門
学
校
６
―
２
ア
ジ
ア
ク
ラ
ブ

デ
イ
ラ
イ
ト
運
動
実
施
中

デ
イ
ラ
イ
ト
運
動
実
施
中

み
ん
な
の
願
い
　
交
通
安
全

事故
を起
こし
てか
らで
は間
に合
わな
い！

事故
に遭
って
から
では
遅す
ぎる
！

交
通
事
故
防
止

31
30

Hi
ga

sh
ik

aw
a 

 2
00

9 
 Ju

ly
H

ig
as

hi
ka

w
a 

 2
00

9 
 Ju

ly



　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
（
５
月
26
日
日
記

か
ら
）

　

皆
さ
ん
が
こ
れ
を
読
ま
れ
る
こ

ろ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

（
以
下
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
も
す

っ
か
り
鎮
静
化
し
て
日
本
の
生
活

も
平
常
に
戻
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病

原
と
か
予
防
と
か
に
つ
い
て
私
が

云
々
す
る
つ
も
り
は
な
く
、
日
本

に
お
け
る
発
生
か
ら
何
事
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
ま

で
の
日
本
人
の
心
の
あ
り
さ
ま
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

大
阪
の
高
校
生
が
自
己
の
質
を

高
め
よ
う
と
カ
ナ
ダ
や
ア
メ
リ
カ

に
短
期
留
学
、
折
悪
し
く
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
発
生
と
い
う
時
期
と
重

な
り
、
感
染
し
て
帰
国
、
そ
し
て

発
病
、
隔
離
入
院
、
そ
の
間
に
病

原
体
は
広
が
り
、
次
第
に
他
府
県

に
も
患
者
が
出
て
、
マ
ス
ク
姿
が

関
西
方
面
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

担
当
大
臣
が
テ
レ
ビ
で
逐
一
状

況
を
説
明
し
、
首
相
が
「
冷
静
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
日
に

何
度
も
国
民
に
訴
え
ま
し
た
。
そ

れ
は
そ
れ
で
政
府
の
対
応
が
懸
命

に
見
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
水
際
作
戦
、
追
跡
調
査
、

そ
の
他
の
関
係
機
関
、
関
係
部
署

の
方
々
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

そ
し
て
当
該
学
校
、
罹
患
（
り
か

ん
）
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
ま
た
ご

苦
労
な
こ
と
で
し
た
。

　

病
気
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
外
国

に
行
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

好
き
で
病
気
に
な
っ
た
わ
け
で
も

な
い
の
に
、
学
校
や
個
人
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ブ
ロ
グ
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
言
葉
で
中
傷
や
嫌
が
ら

せ
、
脅
し
な
ど
が
数
多
く
書
き
込

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う

か
。
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
の
に
、

人
に
伝
染
さ
せ
た
か
も
、
と
悩
ん

で
い
る
の
に
、
学
校
も
責
任
を
感

じ
て
対
策
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い

る
と
い
う
の
に
、
弱
い
者
い
じ
め

の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
た
お
や
か
な
思
い
や

り
の
心
、
穏
や
か
な
平
常
の
心
、

季
節
の
移
ろ
い
を
深
く
感
じ
る
こ

と
の
出
来
る
美
し
い
心
、
人
を
愛

し
、
そ
っ
と
手
を
差
し
伸
べ
る
や

さ
し
い
心
、
助
け
合
い
、
と
も
に

悲
し
む
こ
と
が
出
来
る
慈
し
み
の

心
。
そ
ん
な
美
徳
の
心
は
一
体
ど

こ
へ
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
と
似
た
話
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
戦
乱
地
域
へ
奉
仕
活
動

中
に
拉
致
さ
れ
た
、
貧
困
地
帯
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
医
療
中
に
行
方
不

明
に
、
若
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
冒

険
旅
行
中
の
身
代
金
目
当
て
の
被

害
に
…
「
だ
か
ら
危
険
だ
と
い
っ

て
い
る
の
に
」
「
そ
ん
な
も
の
は

自
己
責
任
だ
」
「
国
が
税
金
を
使

用
す
る
必
要
な
ん
か
な
い
」
な
ど
、

非
難
ご
う
ご
う
の
ブ
ロ
グ
は
パ
ン

ク
寸
前
だ
っ
た
と
か
。

　

私
た
ち
は
他
の
困
窮
や
窮
地
を

た
だ
黙
っ
て
見
て
い
る
冷
た
い
国

民
性
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
あ

が
き
苦
し
む
人
々
に
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
民
族
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
1
つ
の
も
の

を
半
分
に
、
い
や
四
半
分
に
、
互

い
に
ひ
も
じ
さ
に
耐
え
な
が
ら
手

を
取
り
合
い
、
肩
を
組
み
合
っ
て

助
け
合
っ
て
生
活
し
て
き
た
の
で

は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

出
口
の
見
え
な
い
不
景
気
な
世

の
中
、
む
か
つ
く
こ
と
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
毎
日
が
多
忙
で
、
一
家

で
楽
し
く
過
ご
す
時
間
も
お
金
も

余
裕
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

定
額
給
付
金
も
ど
こ
か
へ
飛
ん
で

い
っ
た
か
も
…
。

　

し
か
し
、
以
前
の
わ
れ
わ
れ
は
、

他
を
思
い
や
り
、
親
切
を
さ
り
げ

な
く
、
温
か
く
人
に
接
し
、
人
の

痛
み
を
分
か
ち
合
え
る
人
々
だ
っ

た
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
度
わ
が
日
本
人
の
心

「
や
さ
し
さ
」
を
取
り
戻
し
、
笑

顔
の
あ
る
生
活
を
楽
し
も
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
が
子
育
て
の
す
べ
て
の
第

一
歩
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
…
。

　

追
記

　

日
本
人
は
騒
ぎ
過
ぎ
、
清
潔
感

過
剰
、
マ
ス
ク
ル
ッ
ク
は
日
本
人

だ
け
、
と
他
国
か
ら
い
ろ
い
ろ
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
う

思
わ
れ
ま
し
た
か
？

日

本

の

心

日

本

の

心
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保健だより
for Healthy Life

　

自
分
が
一
番
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所

は
ど
こ
で
し
ょ
う
か
？　

家
族
や
気
心
の

知
れ
た
仲
間
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
安
ら
ぎ

の
場
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
家
族
や
家
庭

は
、
一
番
身
近
な
場
で
す
。
職
場
や
社
会

で
た
ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
、
疲
れ
た
心
身
を

安
ら
か
に
し
、
活
力
を
充
電
し
て
く
れ
る

場
で
あ
り
た
い
も
の
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
家
族
が
信
頼
し
あ
っ

て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

　

し
か
し
、
家
庭
は
一
番
身
近
で
あ
る
た

め
、
家
族
同
士
の
遠
慮
な
い
言
葉
や
不
機

嫌
な
態
度
が
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
の
原
因

を
作
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
。
そ
ん
な
状
況

を
放
っ
て
お
い
て
は
、
家
族
同
士
で
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
る
一
方
。
家
族
で
会
話
さ
え

な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
き
ち
ん

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
一
人

ひ
と
り
の
心
の
状
態
に
気
づ
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

�ç
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�µ
�è
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長
い
間
同
じ
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り
過
ぎ

た
り
、
た
く
さ
ん
の
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

と
、
古
く
な
っ
た
ボ
ー
ル
が
弾
力
を
失
う

よ
う
に
、
心
も
柔
軟
性
を
失
い
マ
イ
ナ
ス

の
ス
ト
レ
ス
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
症
状
が
身
体
に
現
れ
た
ら
「
心
身

症
」
。
「
頭
痛
」
「
自
律
神
経
失
調
症
」

「
気
管
支
喘
息
（
ぜ
ん
そ
く
）
」
「
高
血

圧
」
「
糖
尿
病
」
「
十
二
指
腸
か
い
よ
う
」

な
ど
。
心
に
現
れ
た
ら
「
う
つ
病
」
で
す
。

中
で
も
多
い
「
う
つ
病
」
は
、
近
年
多
発

し
て
い
る
自
殺
の
最
大
の
原
因
。
「
気
分

が
沈
む
」
「
興
味
、
喜
び
の
感
情
の
減
退
」

「
疲
労
感
が
２
週
間
以
上
続
く
」
な
ど
が

代
表
的
症
状
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
ス
ト
レ
ス
を
上
手

に
管
理
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
日
常
の
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ

ク
ス
さ
せ
る
こ
と
。
ス
ト
レ
ス
を
受
け
止

め
、
上
手
に
解
消
す
る
対
処
力
を
高
め
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

「
お
は
よ
う
」
「
お
帰
り
な
さ
い
」

―
。
あ
い
さ
つ
上
手
は
、
家
庭
を
明
る
く

話
し
や
す
い
雰
囲
気
に
し
ま
す
。
「
あ
り

が
と
う
」
と
い
う
言
葉
で
表
す
感
謝
の
気

持
ち
は
、
身
近
な
人
に
こ
そ
大
切
で
す
。

　

相
手
の
話
を
聞
く
時
に
、
話
を
途
中
で

さ
え
ぎ
っ
た
り
、
返
事
を
し
な
か
っ
た
り

し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
深
ま

り
ま
せ
ん
。

　

「
目
は
口
ほ
ど
に
も
の
を
言
い
」
と
言

い
ま
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
相
手
を
見
て
、

最
後
ま
で
話
を
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
「
何
と
な
く
調
子
が
悪
い
」
な

ど
と
い
つ
も
と
違
う
状
態
に
気
づ
い
た
ら
、

一
人
で
悩
ま
ず
心
療
内
科
な
ど
で
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

専
門
の
医
療
機
関
に
心
当
た
り
が
な
い

時
、
抵
抗
感
が
あ
る
場
合
は
、
か
か
り
つ

け
の
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

私
た
ち
は
、
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
か
ら
こ

そ
刺
激
的
で
充
実
し
た
人
生
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
が
ま
っ
た
く
な
い
状
態
で
は
、

私
た
ち
の
体
は
免
疫
力
が
低
下
し
、
自
立

神
経
機
能
の
異
常
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
適
度
な
ス
ト
レ
ス
は
、

私
た
ち
の
気
持
ち
の
〝
張
り
〞
や
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チ
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ー
シ
ョ
ン
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向
上
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自
律
神
経
の
安
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に
大
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適
度
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ス
を
楽
し
む
気

持
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で
毎
日
を
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
。

�µ
�Ä
�è
�µ
�q
	Í
	�
�t
�m
�V
�ù
�S
�O
�Ö
�H
��
�ˆ
�œ
�s
�p
�Ý
�ï
�»
�ç
�Ô
�ç
�µ

�µ
�Ä
�è
�µ
�q
	Í
	�
�t
�m
�V
�ù
�S
�O
�Ö
�H
��
�ˆ
�œ
�s
�p
�Ý
�ï
�»
�ç
�Ô
�ç
�µ

�y

�q
�E
�þ
�q
�p
�x
�µ
�Ä
�è
�µ
�x
�m
�V
�‹
�w
�Ð
�`
�T
�`
�a
	Ò
�s
�µ
�Ä
�è
�µ
�x
	ú
�q

�
�.
�t
�!
�Ð
�›
�V
�h
�`
�‡
�b
�Ð
�f
�w
�E

¯
�$
	±

	Ý
�x
�ç
	ú

�
	±
�è
�Ð
�¤
�p
�‹
	ú
�w

´
�ç
�O
�m

´
�è
�x
�×

ü
�p
�>

Ç
�V
�t
�X
�M
�i
�Z
�t
�ý
�p
�p
�b
�Ð
�ç
�×

ü
�›

y
�Š
�”
�è
�ç
�®
�t

�h
�M
�q
�¥
�O
�è
�ç
	�
�¯
�t
�µ
�¯
�›
�Ë
�o
�s
�X
�s
�”
�è
�s
�r
�q
�M
�O
	±
	Ý
�U
�q
�•
�h
�’
�Ï
�f
�•
�x
	ú
�w

u
�Ð
�Ð
�f
�O
�s
�”

²
�t
�µ

�Ä
�è
�µ
�q
	Í
	�
�t

Ç
�V
�ù
�M
�Ï
�æ
�å
�ý
�«
�µ
�p
�V
�”
�Ì
��
�›
�Ë
�j
�‡
�`
�ö
�O
�Ð

� �­�o�½�ß�ï�É�ç� �­�o�½�ß�ï�É�ç

�µ
�Ä
�è
�µ
�›
�h
�Š
�s
�M
�¯
�À

�Ý

\
�Æ
�æ
�¶
�Ü
�w
�Z
�•
�›
�_
�Ú
�b

�Ý
�&
�S
�s
�á
�ˆ
�Ï
	ï

\
�Æ
�›
�_
�Ú

�y

�b
�Ý
�í
�w
�‘
�M

-
�¾
�›
	�
�”

�Ý
	�
�0
�s
�æ
�å
�«
�¸
�Ó
�³
��
�ï
�›

�y

�Ô
�]
�t

�y

�Ù
	ø
�”

²
�w
�Ö
�K
�Ï
�;
�¸
�Ï
�„

�y

�2
�s
�r
�Ï
�°

j
�æ
�å
�ý
�«
�µ
�p

�y

�V
�”
�\
�q
�›
�_
�m
�Z
�”

�Ý
�ä
�¤
�p
�V
�”
	�
�¯
�›
�_
�m
�Z
�¸

�y

�`
�‰

�Ý
�H
��
�ˆ
�œ
�s
�w
�¯
�Û
�ÿ
�Ç
�­
�Ó

�y

�³
��
�ï

33 Higashikawa  2009  July



�{�U�̀�T
�̃

!"#$%
"&

%
'(")"*+

,'(-
�Ø


C
�æ

���f
’�Ê
�þ	Ô

�y
�Ø

�$	B
���•�¬

�Æ

Q

�]�•�¬�n�X
�“
*
��è�y

�U
�F

�M
����������������

�Ø
�¹�n���Ò

�Ü
�q�þ
ï�ù�'�h

N
o.669 July 2009 �Š�½�w�¹�n�t�x�z �G�~� �ï�«�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{

�‡�h�;� �́t�x�6
\�´ �¢�������Ë�£�›�–�;� �̀o�M�‡�b�{

7�D��July

�-�H�§�è�ï�¼�”
�S�ð�M�ù�̃ �d
�Ô	E�½
ñ�±�]�-�H�¦�‹�è�y �x !" �µ"###

�² ! �D
ü�³
13:00�™14:00
13:30�™�y�y   

10:00�™12:00

10:00�™13:00
�y�y   

�»�•�¬� �­�o�§�	�·�ï�»�”�¼

��`���ˆ�~�S�ð�M�ù�˜�d�y
�•�¬� �­�o�§�	�·�ï�»�”�¢�x�����µ���������£

�»
�� �!�|�.�g�­�è�¼
17�Ô�¢�Ú�£�Â�”�Ú �®�
 �@�Ç� �̂œ� �́ß�Ò� �́ß�Ò�‘�¯ �œ�œ10:00�™11:30
24�Ô�¢�Ú�£�Â�”�Ú �®���@�Ç�̂�œ�́�ß�Ò�́�ß�Ò�‘�̄ �œ�œ10:00�™11:30
31�Ô�¢�Ú�£�Â�”�Ú �®3�~4�@�Ç� �̂œ� �́ß�Ò� �́ß�Ò�‘�¯ �œ�œ10:00�™11:30

�»�!�|�w�¿	Ô�¼
�¢ �–	?�D�~�P�~
+�5�Ô �Ó�è� �ç�”�Ü�‰�L �£�œ�œ9:00�™12:00
" �Ô�~ #�Ô�~ ! �Ô�~ $�Ô�~ "%�Ô�~ "& �Ô�~ "' �Ô�~ (" �Ô�~ (( �Ô�~ (! �Ô�~
($ �Ô�~ () �Ô

�Þ�q	Ô�x�•�¬� �­�o�§�	�·�ï�»�”�p�b�‚

�S�M�`�M	��‰�g�S�M�` �M	� �‰�g
�y

�y�˜�’�|���›�–�l�h�è�[� �p�b�{�˜�’�|���x�®�õ�¢�˜�’�|�£�¯�w���T�y �˜ �’ �| �� �› �– �l �h �è �[ �  �p �b �{ �˜ �’ �| �� �x �®�õ �¢ �˜ �’ �| �£ �¯ �w�� �T
�’�>�•�”�p�œ�€�œ�{�ê
Q�U�§�M�w�p�z�Á�p�^�”�w�x�G�!�s�^�À�p�b�U�z�’ �> �• �” �p �œ�€ �œ�{ �ê 
Q�U�§ �M�w�p �z �Á�p �^ �” �w�x �G�! �s �^ �À�p �b �U�z
�?� �è�ï�´�p�^�•�y�q�o�‹���o�t�S�M�`�X�^�”�\�q�U	Z�R�‡�b�{�? �  �è �ï �´ �p �^ �• �y �q �o �‹ �� �o �t �S�M�` �X�^ �” �\ �q �U	Z �R�‡ �b �{

�»�P�y�‰�¼���» �P�y �‰�¼���¢���x
ü�£�¢ �� �x 
ü �£
�Ô�Š�˜�’�|���œ�����6�Ô�Š�˜ �’ �| �� �œ�����6
�Ô�-�v�œ�����6�¢�¬�å�Ç�á�”�v�z�V�|�v�z���v�s�r�·�ˆ�w�‹�w�£�Ô�- �v �œ�����6 �¢ �¬ �å �Ç�á �” �v �z �V�| �v �z �� �v �s �r �· �ˆ �w�‹ �w�£
�y�y�y�y�y�y�y���s�x�V�|�v�›�–�;�y �y �y �y �y �y �y �� �s �x �V�| �v �› �– �;
�Ô	–�~�\�`�)�¢�K�œ�£�œ�������6�¢���x�p�h�“�����6�£�Ô	– �~ �\ �` �) �¢ �K�œ�£ �œ�������6 �¢ ���x �p �h �“ �����6 �£
�Ô�V�s���œ�&�”�Ô�V�s �� �œ�&�”

�»�^�“�M�¼�» �^ �“ �M�¼
�ƒ���)�›���m�����6�t���Š�o�S�X�{�ƒ ���) �› ���m�����6 �t �� �Š�o �S�X�{
�„���1�ä�Ø�¢�ç�t�˜�’�|���›�Ö�•�z
+�›	—�`�c�m�C�Q�”�{�-�v�‹�C�Q�o�„ ���1 �ä �Ø�¢ �ç �t �˜ �’ �| �� �› �Ö�• �z 
+ �› 	—�` �c �m�C�Q�” �{ �- �v �‹ �C�Q�o
�y���‘�X���e�‡�b�{�y ���‘ �X�� �e �‡ �b �{

�y

�y�˜�’�|���›�–�l�h�è�[� �p�b�{�˜�’�|���x�®�õ�¢�˜�’�|�£�¯�w���T
�’�>�•�”�p�œ�€�œ�{�ê
Q�U�§�M�w�p�z�Á�p�^�”�w�x�G�!�s�^�À�p�b�U�z
�?� �è�ï�´�p�^�•�y�q�o�‹���o�t�S�M�`�X�^�”�\�q�U	Z�R�‡�b�{

�»�P�y�‰�¼���¢���x
ü�£
�Ô�Š�˜�’�|���œ�����6
�Ô�-�v�œ�����6�¢�¬�å�Ç�á�”�v�z�V�|�v�z���v�s�r�·�ˆ�w�‹�w�£
�y�y�y�y�y�y�y���s�x�V�|�v�›�–�;
�Ô	–�~�\�`�)�¢�K�œ�£�œ�������6�¢���x�p�h�“�����6�£
�Ô�V�s���œ�&�”�y�y�y�Ô
+�œ�������6

�»�^�“�M�¼
�ƒ���)�›���m�����6�t���Š�o�S�X�{
�„���1�ä�Ø�¢�ç�t�˜�’�|���›�Ö�•�z
+�›	—�`�c�m�C�Q�”�{�-�v�‹�C�Q�o
�y���‘�X���e�‡�b�{
�…�� �å�¿�Ó�›�T�Z�z�?� �è�ï�´�¢�������,�£�p�

ü���C�ä�{	��“	Z�`�™�z
�y���æ�‚�’�›�–�l�o�‘�X���e�‡�b�{�\�w�Ì�x	—�`�{�‡�“�U	Z�R�‡�b�U�z
�y���‡�i�³�ß�Ø�³�ß�Ø�`�h	Ý�6�{
�†���^�’�t�å�¿�Ó�›�T�Z�?� �è�ï�´�p�‹�O�°�S�

ü���C�ä�{	��“	Z�`�o
�y���6�|���e�”�{���S�è�x
¶�.�t�{�‡�l�o�V�‡�b�{
�‡���6�‘�S�å�¿�Ó�`�z�^�’�t�?� �è�ï�´�p�

ü���C�ä�{���S�è�t	��“	Z
�y���b�q�V�x�z
¶�.�U�•�Ì�t�s�“�§�M�ê�“�U	Z�o�M�”�x�c�p�b�{�è�ï�´
�y���w�ä�”�w�§�M�p�\�w�‘�O�s	Ý�6�t�s�’�s�Z�•�y�z�‘�X���e�?� �è�ï
�y���´�w�C�ä�›���“�&�`�‡�b�{
�ˆ���V�s���›�~�”�l�o�S�M�h�Ì�¿�Ä�T
X�w	Í�t	��“	Z�`�‡�b�{�P�‰�x�¿
�y���U�l�o�M�X�w�p�z
X	Í�p�X�j�£�X�‡�p	—�`���›�”�V�z
¯�Ø�t�V�s��
�y���U�Ö�’�s�M�‘�O�t�Ë�m
‚�“�t�`�‡�b�{�\�•�U�‡�œ�a�Ž�O�w
\�•�t�s
�y���“�‡�b�{
�‰�� �Ë�m
‚�“�t�s�l�h
\�•�›�8�U�`�s�U�’�z�I�Õ�X�ÿ�����f�¤���S�‡�p
�y��	ó�y�`�‡�b�¢�\�w�Ì�ä�M�w�p�«�™�£�{
�Š���n	Ý�t�`�h
\�•�›	��[�¢	–�¦�›	Í	��t�–�l�o�£�p���s
ü�t�`�‡�b�{
�‹�����s
ü�t	–
ü�Z�`�h
\�•�›�{�q�m�c�m�Ú���›���f�¤�X�’�M�w�����t
�y���¿�[�z�;�™�`�o�S�M�h�)�›�w�d�‡�b�{
\�•�›�›�M�T�’�m�‡�œ�p�Ë�j
�y��	Í�[�z�)�›�A�ˆ�‡�b�{
�Œ���)�›�A�œ�i�‡�œ�a�Ž�O�›���‚�z�¡�\�`�p�V�s���›	Í�T�’�~�“�T�Z�ì
�y��
R�p�b�{

�»� �;�¼
�y�)�›�A�‡�c�z�·�ˆ�w�°�^�t
~�“
ü�Z�z�V�s���›�‡�•�b�q�z�S�M�`�M
�®�˜�’�|�ë�¯�t�s�“�‡�b�{�f�w�Ì�x�·�ˆ�p�-�v�w�”�›���Š�t�b�”�q�M
�M�p�`�•�O�{
�Þ�˜�’�|���q�`�o�¢
b�^�•�o�M�”	Ž
¼�w�¤�t�x�z�˜�’�|���Ž�Ž�w�p�œ
�y�€�œ�U�Ö�l�o�M�”�‹�w�U�K�“�‡�b�{�f�w�‘�O�s���›�–�;�b�”�q�z�ë
�y�t�„
Q�U�s�M	Z�R	Í�U�“�t�s�l�o�`�‡�M�‡�b�{�Š�˜�’�|���›�–�;�`
�y�o�X�i�^�M�{�Ö	��p�V�s�M�M�t�x�î
…�p�S
ü�Z�p�V�‡�b�{�]�È�W�X
�y�i�^�M�{
�Þ	Z�R	Í�U�l�h�’�z�°�†�Ô�¤�t	ï�‚�o�X�i�^�M�{�¬���z�¬�Z�x�²�V�‡
�y�d�œ�{�¸�‹�j�‹�j�¹�q�`�h�„
Q�U�r�œ�r�œ�s�X�s�“�‡�b�{

�¢�è�[� �­�è	��;�~�ô
I�y	q� �^�œ�£

�²	ï�‚�o�H�Á�~ �~�Œ�Ý�³
�y�)�¢�K�œ�£�w�P�‰�t�–�˜�•�o�M�”	–�~�w	�
R
ü�x�v�í�q�h�œ�z�X
�í�p�b�{�ë�F�$�s�›�Õ�x�Ï�»�Û�ï�� �
 �z�§�æ�¢�Ü�z	ï
ú
£�¡�›�[
Ë
�t���œ�p�M�‡�b�{
�y�Ï�»�Û�ï�� �
 �x�z�v�í�w�E	��›��
��`�o�ô�•�w�¤�É�ç�ª�”�›�™�…
�`�z
|�Ñ�s
î�z�F�Ì�Â�w�­�s�r�t���®�p�b�{
Æ�
�b�”�q
|�•�•�b�X�z
	B�¤�—�U�ÿ�<�`�z�‰�X�ˆ�•�b�X�z�m�>�t�s�”�\�q�‹�K�“�‡�b�{
�y�§�æ�¢�Ü�x��
ü�›�.�Ž�t�á�|	Z�`�z�ô�B�y�›�'�w�`�‡�b�{	ï
ú
£
�¡�x
\�Æ	6�ó
´�•�(
•�›�~
³�`�‡�b�{
�y���s�w�è�³�Ð�p�^�l�h�˜�’�|�‡�œ�a�Ž�O�x�z�
�x�ÿ�����¢�§�é�æ
�”�p�b�{

�¢	E�½
ñ�±�]�ë�F�œ�y�¤���y�Â
’�^�œ�£

�S�M�`�M	��‰�g

�Þ�q	Ô�x�-�H
ñ�±�·�ï�»�”�p�b �‚

�² $�D
ü�³

3�Ô

9�Ô
10�Ô
22�Ô
23�Ô
28�Ô

�¢�Ú�£

�¢�æ�£
�¢�Ú�£
�¢
+�£
�¢�æ�£
�¢�P�£

�]�l �X�œ�­�è
�Õ�.�Ç�H


�y�y�y�y�y�y�y�y�y�¢�è�Œ	��Ž�Ž�x 14:30�™�£
�i�>�l� �« �¿�©�ï�¬
�t
’�U�œ�U

�·�ï�»�”
ù�4�U


� �ˆ�Y�B	��R�Ê
�ë�F�­�è
�™31�Ô�¢�Ú�£
	–�¶ 6�å
\�Ë	����ù�'�w
€	� �¢�Ê�q

�•	t�£

7�Ô

20�Ô
24�Ô

�¢�Ú�£

�¢�æ�£
�¢�D�£

�‹ �Y�‹ �Y�­�è
�Õ�.�Ç�H


�™21�Ô�¢�Ú�£�y�¤�©�Ê �¯ �¿�«�µ	±�U


� �­�o
ì�Š


��̀ ���̂ 
M


��̀ ���̂ 
M

�'�ÿ
M

� �ï�»�”�É�¿�Ä�p�‹	Ø�C�¬�L ����
�¿�C�{�U�`�T�˜�w�Ì�¿�«�Æ�ï�Ì�”�•�Ê�w	Ø�C�U�æ�ž�ç�»� �Ü�t� �ï�»�”�É�¿�Ä�p	º�p�^�•�o
�M�‡�b�w�p�z�\�j�’�w�½�£�¿�«�›�h�•�c�t�‚

�Ù�f
’�Ê�¦�Ñ�Ÿ�³�ß�ç�±� �Ä ����!""#$%%"&'()!*+,-!*.,',)!&..,*/&)0#%

���è�ï�́�p � �½�ï�¡ �s�w�t�z �Š�¨�ÿ�w�è
é�µ� �”�À

�²�̃�’ �|�‡�œ �a�Ž�O�³


